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医学部自己点検・評価報告書 

基準４ 教育課程・学習成果 

 

１．自己点検・評価結果（評定） 

  ※自己点検・評価基準を参照し、「自己評価」欄に「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」の４段階で記入。 

Ａ：ほぼ完全にできている（90点以上）、Ｂ：合格点だが改善の余地あり（60〜90点） 

Ｃ：もう少しで及第点（40〜60点）、Ｄ：全くできていないか抜本的な改善が必要（0〜40点） 

2024（令和 6）年度  2023（令和 5）年度 

項目 

No. 

点検・評価項目 自己 

評価 

 項目 

No. 

点検・評価項目 自己 

評価 評価の視点  評価の視点 

411 ①授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。   411 ①授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。  

○課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技能、態度等、

当該学位にふさわしい学習成果を明示した学位授与方針の適切な設定（授与す

る学位ごと）及び公表 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・ＤＰ（ディプロマ・ポリシー）を定めホームページで学内外に公表している。

（資料 411-1） 

・ＤＰについては、それぞれ 2要素からなる 7分野の学修成果（アウトカム）

が具体的に明示されている。（資料 411-1） 

・建学の理念「国際的交流に基づく医学・看護学研究」を具現化するために医

学部のディプロマ・ポリシーには「医学や医療をグローバルな視点で捉える

国際性を身に付け、自らの行動に反映させることができる。」（Ⅵ-２）を掲げ

ている。（資料 411-1） 

・ミッションカード（建学の精神、建学の理念、医学部教育理念、ＤＰ、ＣＰ

（カリキュラム・ポリシー）を掲載）を作成し、教職員が携帯することによ

り、その理解を深めている。（資料 411-2） 

対応： 

・3 ポリシー改定ワーキンググループを設置し、本学の独自性及び医学教育モ

デル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版）を踏まえて、ＤＰ等の改定

について検討している。（資料 411-3） 

Ａ 

 ○課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技能、態度等、

当該学位にふさわしい学習成果を明示した学位授与方針の適切な設定（授与す

る学位ごと）及び公表 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・ＤＰ（ディプロマ・ポリシー）を定めホームページで学内外に公表している。

（資料 411-1） 

・ＤＰについては、それぞれ 2要素からなる 7分野の学修成果（アウトカム）

が具体的に明示されている。（資料 411-1） 

・建学の理念「国際的交流に基づく医学・看護学研究」を具現化するために医

学部のディプロマ・ポリシーには「医学や医療をグローバルな視点で捉える

国際性を身に付け、自らの行動に反映させることができる。」（Ⅵ-２）を掲げ

ている。（資料 411-1） 

・ミッションカード（建学の精神、建学の理念、医学部教育理念、ＤＰ、ＣＰ

を掲載）を作成し、教職員が携帯することにより、その理解を深めている。

（資料 411-2） 

Ａ 

412 ②授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公表しているか。   412 ②授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公表しているか。  

○下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定（授与する学位ごと）及び

公表 
 

 ○下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定（授与する学位ごと）及び

公表 
 

・教育課程の体系、教育内容 

達成： 

・教育課程の体系、教育内容はＣＰに基づき策定しており、ホームページで学

内外に公表している。（資料 412-1） 

・学生の主体的な学びを促進するため、反転授業・ディスカッション・ディベ

ート・グループワーク・実習・フィールドワーク・プレゼンテーション等の

Ａ 

 ・教育課程の体系、教育内容 

達成： 

・教育課程の体系、教育内容はＣＰ（カリキュラム・ポリシー）に基づき策定

しており、ホームページで学内外に公表している。（資料 412-1） 

・学生の主体的な学びを促進するため、反転授業・ディスカッション・ディベ

ート・グループワーク・実習・フィールドワーク・プレゼンテーション等の

Ａ 
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要素を含むアクティブ・ラーニング型授業を各学年で取り入れている。（資

料 412-2） 

要素を含むアクティブ・ラーニング型授業を各学年で取り入れている。（資

料 412-2） 

・教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等  

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・必修・選択の別、単位数、授業形態については「学生生活のしおり」「シラ

バス」に明示している。（資料 412-3～7） 

・ＣＰは、ＤＰと連関した体系性と整合性が担保されたカリキュラムを編成

し、実施するための方針としている。また、アウトカム基盤型教育の基本と

なる適切な学修成果を獲得するために、科目別試験、総合試験及び医療系大

学間共用試験等により公平・公正に評価する方針も明記している。（資料

411-1） 

Ａ 

 ・教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等  

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・必修・選択の別、単位数、授業形態については「学生生活のしおり」「シラ

バス」に明示している。（資料 412-3～7） 

・ＣＰに学修成果の評価の方針が明示されていなかったため、見直しを行っ

た。（改正日：2022（令和 4）年 4月 1日）（資料 412-8） 

・ＣＰは、ＤＰと連関した体系性と整合性が担保されたカリキュラムを編成

し、実施するための方針としている。また、アウトカム基盤型教育の基本

となる適切な学修成果を獲得するために、科目別試験、総合試験及び医療

系大学間共用試験等により公平・公正に評価する方針も明記している。

（資料 411-1） 

Ａ 

○教育課程の編成・実施方針と学位授与方針との適切な連関性 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・ＣＰは 7 項目を定めており、各項目についてＤＰとの連関を明確に表示し

ている。（資料 411-1） 

・教育課程は履修系統図で明示しているとおり、ＣＰに則した科目が体系的

に配置され、一貫性が保たれている。（資料 412-8） 

 対応： 

・3ポリシー改定ワーキンググループを設置し、本学の独自性及び医学教育

モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版）を踏まえて、ＣＰ等の

改定について検討している。（資料 411-3） 

◆411・412継続 

・ＤＰ、ＣＰまたＡＰ（アドミッション・ポリシー）は、教育の質保証、教育

改善のＰＤＣＡサイクルの起点であるため、定期的な点検・評価と見直しを

行っていく。 

Ａ 

 ○教育課程の編成・実施方針と学位授与方針との適切な連関性 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・ＣＰは 7つ定め、7項目それぞれについてＤＰとの連関を明確に表示してい

る。（資料 411-1） 

・教育課程はＣＰに則した科目が体系的に配置され、一貫性が保たれている。

（資料 412-9） 

 対応： 

 

 

 

◆411・412継続 

ＤＰ、ＣＰまたＡＰ（アドミッション・ポリシー）は、教育の質保証、教育改

善のＰＤＣＡサイクルの起点であるため、定期的な点検・評価と見直しを行っ

ていく。 

 

Ａ 

413 ③教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわしい授業科目を開設

し、教育課程を体系的に編成しているか。 

 

 

 413 ③教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわしい授業科目を開設

し、教育課程を体系的に編成しているか。 

 

 

○各学部・研究科において適切に教育課程を編成するための措置 

・教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性 

達成： 

・「学生生活のしおり」「シラバス」に当該年度に開講する科目の一覧を掲載す

るとともに、各授業科目の配当年次を明記しており、カリキュラムの順次性

を確保している。（資料 412-3～7） 

・ＣＰ及び医学教育モデル・コア・カリキュラムに示された知識・技能を確実

に修得し、高度化・細分化する医学・医療や社会のニーズに対応できるよう、

臓器・器官系を基盤とする科目、臨床の課題・症例を基盤とする科目等を組

み合わせた教育課程となっている。（資料 412-4～5） 

Ａ 

 ○各学部・研究科において適切に教育課程を編成するための措置 

・教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性 

達成： 

・「学生生活のしおり」「シラバス」に当該年度に開講する科目の一覧を掲載す

るとともに、各授業科目の配当年次を明記しており、カリキュラムの順次性

を確保している。（資料 412-3～7） 

・ＣＰ及び医学教育モデル・コア・カリキュラムに示された知識・技能を確実

に修得し、高度化・細分化する医学・医療や社会のニーズに対応できるよう、

臓器・器官系を基盤とする科目、臨床の課題・症例を基盤とする科目等を組

み合わせた教育課程となっている。（資料 412-4～5） 

Ａ 
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・教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・低学年から高学年までオーバーラップしながら、高い見識や倫理観、国際的

視野等を身に付けつつ医学を学修することができる、いわゆる「くさび型教

育カリキュラム」を展開しており、基本的な医学知識の修得から診療参加型

臨床実習に至るまで段階的かつ連続的なカリキュラムが編成されている。

（資料 413-1） 

・授業科目間の関係性や配当年次を示す履修系統図（カリキュラムツリー）の

策定と明示。（資料 412-8） 

・授業科目とＤＰの関係性を示したカリキュラムマップの策定と明示。

（資料 413-2） 

・学修の段階や順序等を表し教育課程の体系性を明示する科目ナンバリング

の策定と明示。（資料 413-3） 

・ＤＰの達成に至るまでの過程を示したコンピテンシー・マイルストーンの設

定（資料 413-4） 

  ・医学部教育関係委員会の組織改編により、2024（令和 6）年度から医学部教

育プログラム評価委員会において、学生委員の参画のもと、教育プログラム

全体の評価を行っている。引き続き、医学部教育関係ＰＤＣＡサイクルによ

る改善を図っていく。（資料 413-5） 

  

・授業期間の適切な設定 

  達成： 

  学生がより集中的かつ効果的に学習することを促すためにセメスター制を導

入している。（資料 412-3：P16） 

・単位制度の趣旨に沿った単位の設定 

達成： 

学則第 16 条に「医学部における各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を

教室内及び教室外を合わせて 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成

し、次の基準により計算するものとする。（1）講義及び演習については、15～

22 時間の授業をもって 1 単位とする。（2）実験、実習及び実技については、

30～44時間の授業をもって 1単位とする」と定めている。（資料 413-6） 

・個々の授業科目の内容及び方法 

 達成： 

複雑で多岐にわたる分野を統合的に理解し、臨床へ応用していくために、基礎

医学の分野間の水平的統合を組み入れた「基礎統合演習」を第 2 学年で開設

し、グループワークを含む演習形式の講義を展開している。また、第 4学年に

基礎医学と臨床医学の間の垂直的統合を組み入れた「臨床推論演習Ⅰ～Ⅲ」を

開設している。（資料 413-7～8） 

対応： 

・教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・低学年から高学年までオーバーラップしながら、高い見識や倫理観、国際的

視野等を身に付けつつ医学を学修することができる、いわゆる「くさび型教

育カリキュラム」を展開しており、基本的な医学知識の修得から診療参加型

臨床実習に至るまで段階的かつ連続的なカリキュラムが編成されている。

（資料 413-1） 

・授業科目間の関係性や配当年次を示す履修系統図（カリキュラムツリー）の

策定と明示。（資料 412-9） 

・授業科目とＤＰの関係性を示したカリキュラムマップの策定と明示。

（資料 413-2） 

・学修の段階や順序等を表し教育課程の体系性を明示する科目ナンバリング

の策定と明示。（資料 413-3） 

・ＤＰの達成に至るまでの過程を示したコンピテンシー・マイルストーンの設

定（資料 413-4） 

  対応： 

  医学部教育関係委員会の組織改編を行い、2024（令和 6）年度から医学部教育

プログラム評価委員会において、学生委員の意見を参考にしながら、コンピテ

ンシー・マイルストーンの検証や、それに沿った知識・技能及び態度の評価方

法の構築を図る。（資料 413-5） 

 ・授業期間の適切な設定 

  達成： 

  学生がより集中的かつ効果的に学習することを促すためにセメスター制を導

入している。（資料 412-3：P21） 

・単位制度の趣旨に沿った単位の設定 

達成： 

学則第 16 条に「医学部における各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を

教室内及び教室外を合わせて 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成

し、次の基準により計算するものとする。（1）講義及び演習については、15～

22 時間の授業をもって 1 単位とする。（2）実験、実習及び実技については、

30～44時間の授業をもって 1単位とする」と定めている。（資料 413-6） 

・個々の授業科目の内容及び方法 

 達成： 

複雑で多岐にわたる分野を統合的に理解し、臨床へ応用していくために、第 2

学年で「基礎統合演習」を開設し基礎医学の分野間の水平的統合を組み入れ、

グループワークを含む演習形式の講義を展開している。また、第 4学年に基礎

医学と臨床医学の間の垂直的統合を組み入れた「臨床推論演習Ⅰ～Ⅲ」を開設

している。（資料 413-7～9） 

対応： 
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各臓器の病態、診断、治療について効果的な教育を実現するため、2024（令和

6）年度から、第 3学年において臓器別のブロック制授業を展開している。（資

料 413-9） 

・授業科目の位置づけ（必修、選択等） 

達成： 

・「講義シラバス」「講義シラバス別冊」「学生生活のしおり」に明示している。

（資料 412-3～5） 

・進級、卒業のために履修すべき授業科目は全て必修科目・選択必修科目であ

るため、学生全員に平等なカリキュラムが提供されている。また、教育プロ

グラムとして、中核となる必修科目だけでなく選択科目も必修科目との配分

を考慮して設定されている。（資料 412-3：P20-31） 

◎ＩＣＴを活用した授業の展開（双方向型授業の展開や自主学習支援） 

達成：  

・ＣＯＶＩＤ-19の感染対策の緩和を受けて、遠隔授業から対面授業に切り替

わった後も、多くの科目で学習・授業支援システム（ＬＭＳ）を活用し、学

生の自主学習を効果的に支援している。また、学生の学修支援をさらに促

進するためにＰｌｕｓ－ＤＸ事業の一環として、ＬＭＳはオープンソース

のＭｏｏｄｌｅを採用している。（資料 413-10） 

・大教室で学年全員が受ける授業については、収録を行い、自主学習用として

後日ＬＭＳ上で配信している。（資料 413-11） 

各臓器の病態、診断、治療について効果的な教育を実現するため、2024（令和

6）年度から、第 3 学年において臓器別のブロック制授業を導入する。（資料

413-10） 

・授業科目の位置づけ（必修、選択等） 

達成： 

・「講義シラバス」「講義シラバス別冊」「学生生活のしおり」に明示している。

（資料 412-3～5） 

・進級、卒業のために履修すべき授業科目は全て必修科目・選択必修科目であ

るため、学生全員に平等なカリキュラムが提供されている。また、教育プロ

グラムとして、中核となる必修科目だけでなく選択科目も必修科目との配分

を考慮して設定されている。（資料 412-3：P27-35） 

◎ＩＣＴを活用した授業の展開（双方向型授業の展開や自主学習支援） 

達成：  

ＣＯＶＩＤ-19の影響により遠隔授業から対面授業に切り替わった後も、多

くの科目で学習・授業支援システム（ＬＭＳ）を活用し、学生の自主学習を

効果的に支援している。また、学生の学修支援をさらに促進するためにＰｌ

ｕｓ－ＤＸ事業の一環として、ＬＭＳをオープンソースのＭｏｏｄｌｅに更

新した。（資料 413-11） 

・各学位課程にふさわしい教育内容の設定 

＜学士課程＞ 

・初年次教育、高大接続への配慮 

・教養教育と専門教育の適切な配置 

＜修士課程、博士課程＞ 

コースワークとリサーチワークを適切に組み合わせた教育への配慮等 

 

達成： 

・大学で主体的・積極的に学ぶために必要な技法や、論理的に考えて話す、記

述する方法について学ぶ「アカデミックスキル」を初年次教育科目として、

医看合同授業で開講している。（資料 413-12） 

・教養教育と専門教育が適切に配置されている。（資料 412-1） 

・学生のリサーチ・マインドを涵養することを目的として、2学次に「医学研

究実習（ベーシック）」、4年次に「医学研究実習（メディカル）」を開設し、

2023（令和 5）年度は 4週間だった期間を、2024（令和 6）年度は 6週間に

拡充した。また、1～6年次には「医学研究室配属」（自由選択科目）を開設

し、医学研究に関する実践的教育を展開している。（資料 413-13～14） 

・「医学研究室配属」に連動した「医学研究科研究医養成プログラム」の制度

が設けられている。（資料 413-15） 

対応： 

Ａ 

 ・各学位課程にふさわしい教育内容の設定 

＜学士課程＞ 

・初年次教育、高大接続への配慮 

・教養教育と専門教育の適切な配置 

＜修士課程、博士課程＞ 

コースワークとリサーチワークを適切に組み合わせた教育への配慮等 

 

達成： 

・大学で主体的・積極的に学ぶために必要な技法や、論理的に考えて話す、記

述する方法について学ぶ「スタディ・スキルズ」を初年次教育科目として開

講している。（資料 413-12） 

・教養教育と専門教育が適切に配置されている。（資料 412-1） 

・学生のリサーチ・マインドを涵養することを目的として、2学次に「医学研

究実習（ベーシック）」、3 年次に「医学研究実習（アドバンスド）」を開設

し、これまで 2 週間だった期間を 4 週間に拡充した。また、1～6 年次には

「医学研究室配属」（自由選択科目）を開設し医学研究に関する実践的教育

を展開している。（資料 413-13～15） 

・「医学研究室配属」に連動した「医学研究科研究医養成プログラム」の制度

が設けられている。（資料 413-16） 

対応： 

Ａ 
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・リサーチ・マインドの涵養を更に促すため、「医学研究実習（必修科目）」の

期間を現行の 6週間から、2025（令和 7）年度には 12週間に拡充する。（資

料 413-9） 

 

 

 ・教育課程の編成における全学内部質保証推進組織等の関わり 

  達成： 

・教育課程の編成については、教学マネジメント委員会において全学的観点か

ら方向性が確認され、その後、各学部、各研究科で具体的な教育課程の編成

について検討が行われ、当該教授会の議を経て教学マネジメント委員会に報

告されている。（資料 413-16～17） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、教育課程の編成に

係る検討・改善については、医学部教育企画委員会等によるＰＤＣＡサイク

ルを実施している。（資料 413-5、413-18～20） 

 

リサーチ・マインドの涵養を更に促すため、「医学研究実習（ベーシック・ア

ドバンスド）」の期間を現行の 4 週間から、2024（令和 6）年度には 6 週間に

拡充する。（資料 413-17） 

 

 

 ・教育課程の編成における全学内部質保証推進組織等の関わり 

  達成： 

・教育課程の編成については、教学マネジメント委員会において全学的観点か

ら方向性が確認され、その後、各学部、各研究科で具体的な教育課程の編成

について検討が行われ、当該教授会の議を経て教学マネジメント委員会に報

告されている。（資料 413-18～19） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、教育課程の編成に

係る検討・改善については、カリキュラム委員会と教務委員会が連携して取

り組んでいる。 

 

○学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する教育の適切な

実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学教育モデル・コア・カリキュラムに示された内容を教授できる教育課程

となっている。（資料 412-1、413-21）  

・ＣＣの編成に関しては文部科学省が提唱する「診療参加型臨床実習実施ガイ

ドライン」に則り、内科・外科・精神科・小児科・産科婦人科・総合診療科

の実習期間を 1診療科あたり 4週間設け、重要な診療科での学修時間を確保

している。また、第 5学年のＣＣ、第 6学年のＡＣＣの二段階制を採用し、

臨床実習の学修成果向上を狙っている。（資料 412-6～7） 

・倫理学、法学、行動科学などを低学年時に履修し、その後、研究倫理、チー

ム医療の医看合同演習、終末期医療など、順次性をもった 6年一貫のプロフ

ェッショナリズム教育としてメディカル・プロフェッショナリズム (Ｄ－

Ｍｅｐ)を開講している。（資料 413-22） 

・Ｄ－ＭｅｐⅣにおいて、2023（令和 5）年度に締結した「相互協力連携に関

する協定」に基づき、2024（令和 6）年度から医療経営と金融に関する講義

を実施している。（資料 413-22～23） 

・Ｄ－Ｍｅｐにおいて、学生に学修成果の理解を深める一環として、将来どの

様な医師になりたいのか十分に考え、目標を明確化・言語化し、白衣式にお

ける誓いの言葉を策定する「誓いの言葉プロジェクト」を実施した。（資料

413-24） 

Ｂ 

 ○学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する教育の適切な

実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学教育モデル・コア・カリキュラムに示された内容を教授できる教育課程

となっている。（資料 412-1、413-20）  

・ＣＣの編成に関しては文部科学省が提唱する「診療参加型臨床実習実施ガイ

ドライン」に則り、内科・外科・精神科・小児科・産科婦人科・総合診療科

の実習期間を 1診療科あたり 4週間設け、重要な診療科での学修時間を確保

している。また、第 5学年のＣＣ、第 6学年のＡＣＣの二段階制を採用し、

臨床実習の学修成果向上を狙っている。（資料 412-6～7） 

・倫理学、法学、行動科学などを低学年時に履修し、その後、研究倫理、チー

ム医療の医看合同演習、終末期医療など、順次性をもった 6年一貫のプロフ

ェッショナリズム教育としてメディカル・プロフェッショナリズム (Ｄ－

Ｍｅｐ)を開講している。（資料 413-21～26） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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・学生が自身のキャリアプランを明確化するための「これからの時代を生き抜

くための医師のキャリアプラン」において、ロールモデルとなる現職の教授

や、米国で活躍する卒業生からの講義を通して、国際的な視点を含め、リー

ダーシップの涵養が図られている。（資料 413-25） 

・社会的視野（グローバル力）を涵養するために、2024（令和 6）年度から、

6年一貫型医学英語教育をカリキュラムに取り入れた。各領域で関連する医

学用語を中心に教授する機会を設け、学生への医学英語教育に取り組んでい

る。（資料 413-9） 

対応： 

・「医学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版）」の診療参加型

臨床実習実施ガイドラインに準拠した見直しを図るため、2025（令和 7）年

度からＣＣの開始時期を 11月に早め、ＣＣ及びＡＣＣの期間を現行の 68週

から 72週に延長のうえ、内科は 3つの診療科、外科は 2つの診療科で連続

3週間の実習期間を確保し、診療参加型臨床実習の充実を図る。これに伴い、

実習先の診療科で受け入れ可能な学生数を踏まえて、2024（令和 6）年度の

ＣＣでは、前半に内科系、後半に外科系を実習するローテーションを編成し

た。（資料 413-26） 

・Ｄ－Ｍｅｐにおいて、チーム医療・多職種連携を見据えて、医看合同授業を

取り入れており、今後、更なる充実に取り組んでいく。（資料 413-22） 

 

 

 ◎実践的なデータサイエンス教育の実施 

  達成： 

  ｢予防医学・臨床疫学｣（第 3学年）では、壬生町との連携のもと、実際に行わ

れた疫学研究データを用いた実践的なデータサイエンス教育が実施されてい

る。（資料 413-27～28） 

・学生が自身のキャリアプランを明確化するための「これからの時代を生き抜

くための医師のキャリアプラン」において、ロールモデルとなる現職の教授

や、米国で活躍する卒業生からの講義を通して、国際的な視点を含め、リー

ダーシップの涵養が図られている。（資料 413-27） 

 

 

 

 

対応： 

・「医学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版）」に収載されて

いるガイドラインに準拠した見直しを図るため、2025（令和 7）年度からＣ

Ｃの開始時期を 11月に前倒しし、ＣＣ及びＡＣＣの期間を現行の 68週から

72週に延長する。（資料 413-28～29） 

・英語教育において、縦断的な 6年間のカリキュラム構築を図るために、2023

（令和 5）年度にワーキンググループで議論を重ねた結果、これまでの「医

学英語」講義を見直し、各科目で関連する Medical Terminologyを担当する

新・医学英語プログラムを 2024（令和 6）年度から 1～4年次において展開

する。（資料 413-30） 

・2023（令和 5）年度に締結した「相互協力連携に関する協定」に基づき、足

利銀行に医療経営に関する講義を依頼しており、2024（令和 6）年度に「メ

ディカル・プロフェッショナリズムⅣ」で実施する。（資料 413-31）  

◎実践的なデータサイエンス教育の実施 

  達成： 

  ｢予防医学・臨床疫学｣（第 3学年）及び「統計学」（第 1学年）では、実際に

行われた疫学研究データを用いた実践的なデータサイエンス教育が実施され

ている。（資料 413-32～33） 

414 ④学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措置を講じている

か。 

 

 

 414 ④学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措置を講じている

か。 

 

 

○各学部・研究科において授業内外の学生の学習を活性化し効果的に教育を行う

ための措置 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・各学位課程の特性に応じた単位の実質化を図るための措置（１年間又は学期

ごとの履修登録単位数の上限設定等） 

達成： 

・卒業要件として修得すべき科目は、全て必修科目又は選択必修科目として

設定している。それらを除いた自由選択科目については、履修できる単位

数の上限を設け、第 1学年から第 5学年にあっては各 3単位、第 6学年に

あっては 1.5単位としている。（資料 412-3：P20-22） 

・各授業科目のシラバスに、単位制度に対応した準備学修の具体的内容とそれ

に必要な時間を明示し、ＬＭＳを利用した学修支援を行うなど、単位の実質

化を図る工夫を行っている。（資料 412-4～7） 

Ａ 

 ○各学部・研究科において授業内外の学生の学習を活性化し効果的に教育を行う

ための措置 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・各学位課程の特性に応じた単位の実質化を図るための措置（１年間又は学期

ごとの履修登録単位数の上限設定等） 

達成： 

・卒業要件として修得すべき科目は、全て必修科目又は選択必修科目として

設定している。それらを除いた自由選択科目については、履修できる単位

数の上限を設け、第 1学年から第 5学年にあっては各 3単位、第 6学年に

あっては 1.5単位としている。（資料 412-3：P27-35） 

・各授業科目のシラバスに、単位制度に対応した準備学修の具体的内容とそれ

に必要な時間を明示し、ＬＭＳを利用した学修支援を行うなど、単位の実質

化を図る工夫を行っている。（資料 412-4～7） 

Ａ 
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・シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業内容及び方

法、授業計画、授業準備のための指示、成績評価方法及び基準等の明示）及

び実施（授業内容とシラバスとの整合性の確保等） 

達成： 

・シラバスに以下の内容を明示している。（資料 412-4～7） 

  1．求められる事前学習、事後学習及びそれに必要な時間 

2．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法 

  3．学修の到達目標及び成績評価の方法・基準 

  4. 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連 

  5．当該授業科目の教育課程内の位置づけや水準を表す数字や記号 

   （医学教育モデル・コア・カリキュラムの記号・番号） 

6. アクティブ・ラーニングの授業手法 

・シラバスは記載する内容を明記した要項に基づき作成されている。（資料

414-1） 

・授業評価(同僚評価)の際に授業内容とシラバスの整合性を確保している。

（資料 414-2） 

・編集の過程で医学部教育企画委員会小委員会において記載内容の適正性に

ついて第三者による点検評価が行われ、改善が必要な点は作成者、科目責任

者へフィードバックされている。（資料 414-3） 

・2024（令和 6）年度シラバスでは、医学教育モデル・コア・カリキュラム（令

和 4年度改訂版）に準拠した学習内容を求めている。（資料 414-1） 

対応： 

・医学部教育プログラム評価委員会において、授業内容とシラバスの整合性に

ついて、客観的に検証していく。（資料 414-4） 

 

 ・授業の内容、方法等を変更する場合における適切なシラバス改訂と学生への

周知 

 達成： 

シラバスは、毎年度作成しており、上述のようなチェック体制が整備されてい

る。シラバスはホームページに掲載されており、学生・教職員の他、第三者が

確認できるようにしている。（資料 412-4） 

・学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法 （教員・学生間

や学生同士のコミュニケーション機会の確保、グループ活動の活用等） 

達成： 

・ＰＢＬやＴＢＬにより学生の主体的参加を促している他、医看合同授業によ

り学生が主体的に多職種連携・チーム医療を理解する機会を設けている。 

 

主な授業科目 

第 1学年コミュニティヘルスインターンシップ（資料 414-5） 

  第 1・2学年ＰＢＬテュートリアルⅠ・Ⅱ（資料 414-6） 

第 2学年「基礎統合演習」でチーム基盤学修（ＴＢＬ）形式の講義が導入さ

れている。（資料 413-7） 

・シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業内容及び方

法、授業計画、授業準備のための指示、成績評価方法及び基準等の明示）及

び実施（授業内容とシラバスとの整合性の確保等） 

達成： 

・シラバスに以下の内容を明示している。（資料 412-4～7） 

  1．求められる事前学習、事後学習及びそれに必要な時間 

2．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法 

  3．学修の到達目標及び成績評価の方法・基準 

  4. 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連 

  5．当該授業科目の教育課程内の位置づけや水準を表す数字や記号 

   （医学教育モデル・コア・カリキュラムの記号・番号） 

6. アクティブ・ラーニングの授業手法 

・シラバスは記載する内容を明記した要項に基づき作成されている。（資料

414-1） 

・授業評価(同僚評価)により授業内容とシラバスの整合性を確保している。

（資料 414-2） 

・編集の過程で教育技法委員会（学生の代表者が参画）、臨床実習委員会にお

いて記載内容の適正性について第三者による点検評価が行われ、改善が必要

な点は作成者、科目責任者へフィードバックされている。（資料 414-3） 

対応： 

2023（令和 5）年度シラバスでは、在学生にも可能な限り早期に医学教育モデ

ル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版）の内容を授業に導入するため、

これに準拠した学習内容を求めている。（資料 414-1） 

 

 

 ・授業の内容、方法等を変更する場合における適切なシラバス改訂と学生への

周知 

 達成： 

シラバスは、毎年度作成しており、上述のようなチェック体制が整備されてい

る。シラバスはホームページに掲載されており、学生・教職員の他、第三者が

確認できるようにしている。 

・学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法 （教員・学生間

や学生同士のコミュニケーション機会の確保、グループ活動の活用等） 

達成： 

・ＰＢＬやＴＢＬにより学生の主体的参加を促している他、医看合同授業によ

り学生が主体的に多職種連携・チーム医療を理解する機会を設けている。（資

料 414-4） 

主な授業科目 

第 1学年コミュニティヘルスインターンシップ（資料 414-4） 

  第 1・2学年ＰＢＬテュートリアルⅠ・Ⅱ（資料 414-5～6） 

第 2学年「基礎統合演習」でチーム基盤学修（ＴＢＬ）形式の講義が導入さ

れている。（資料 413-7～8） 
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第 1～6学年Ｄ－ＭｅｐⅠ～Ⅵ（資料 413-22） 

第 2・4学年医学研究実習（ベーシック・メディカル）（資料 413-13） 

 

 ・学生がキャンパスに集う機会を十分得られるように、また学生同士や、学生

と教職員との人的交流が十分得られるように、授業は対面を基本に実施され

ている。 

  ・2024（令和 6）年度に匿名化処理した医用画像などを共有できる医療機器プ

ログラム「Ｊｏｉｎ ＬｉｖｅＶｉｅｗシステム」を大学病院に導入し、Ｃ

Ｃの配属先において、各指導医が学生用アカウントを利用して学生教育に活

用している。学生は手元の端末を利用して、手術室のライブ映像、病理診断

時の顕微鏡投影画像等を遠隔で見ながら、臨床経験を積むことが可能となっ

た。また、指導医が手術室のＰＴＺカメラを遠隔操作しながら解説を行うこ

とで、術中の手技等について学生の理解度を高めるなど、ＣＣの環境整備に

取り組んでいる。（資料 414-7～8） 

 対応 

 ・2025（令和 7）年度以降、「Ｊｏｉｎ ＬｉｖｅＶｉｅｗシステム」を系統講

義でも活用し、手術室や救急初期治療室等の早期体験が困難な臨床現場を教

室に居ながらに体験し、疾患や手技について理解を深めることを検討してい

る。また、低学年の早期体験実習における最先端医療の実臨床に触れる機会

の増加により、医師となるためのモチベーションの向上を図っていく。（資

料 414-7～8） 

・学習の進捗と学生の理解度の確認 

達成： 

 ＬＭＳにより学修の進捗状況が可視化されている。ＬＭＳは課題の配信・提出、

オンデマンド動画の配信、授業評価アンケートにも活用されている。（資料

413-10） 

・授業の履修に関する指導、その他効果的な学習のための指導 

 達成： 

  ・年度の冒頭等に新入生、在学生へのオリエンテーションを実施し、学生に対

して学修の道筋を示している。（資料 414-9） 

  ・生成ＡＩ（ＣｈａｔＧＰＴ等）によって生成された文章や計算結果を用いて

課題を作成することを原則禁止している。（資料 414-10） 

  ・2024（令和 6）年度から、アカデミック・インテグリティを育むための学習

支援ツールとして、剽窃チェック・採点ツール「Ｆｅｅｄｂａｃｋ Ｓｔｕ

ｄｉｏ」を導入し、学生へのフィードバックに活用している。（資料 414-11

～12） 

  対応： 

  ・医学書院の標準医学シリーズの電子教科書や、医師国家試験問題ＷＥＢサー

ビス等を利用できる医学教育支援サービス「ｉＳｍａｒｔ」について、トラ

イアルでの学生・教員のアンケート結果を踏まえて、2025（令和 7）年度か

らの導入を決定した。（資料 414-12） 

 

第 1～6学年メディカル・プロフェッショナリズム（Ｄ－Ｍｅｐ）Ⅰ～Ⅵ（資

料 413-21～26） 

第 2・3学年医学研究実習（ベーシック・アドバンスド）（資料 413-13～14） 

 ・学生がキャンパスに集う機会を十分得られるように、また学生同士や、学生

と教職員との人的交流が十分得られるように、2023（令和 5）年度の授業は

対面を基本に実施されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習の進捗と学生の理解度の確認 

達成： 

 ＬＭＳにより学修の進捗状況が可視化されている。ＬＭＳは課題の配信・提出、

オンデマンド動画の配信、授業評価アンケートにも活用されている。（資料

413-11） 

・授業の履修に関する指導、その他効果的な学習のための指導 

 達成： 

  ・年度の冒頭等に新入生、在学生へのオリエンテーションを実施し、学生に対

して学修の道筋を示している。（資料 414-7） 

  ・生成ＡＩ（ＣｈａｔＧＰＴ等）によって生成された文章や計算結果を用いて

課題を作成することを原則禁止している。（資料 414-8） 
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・授業外学習に資する適切なフィードバックや、量的・質的に適当な学習課 

題の提示 

達成： 

学生が自主学習に十分に取り組めるよう、求められる事前・事後学習の詳細と

所要時間の目安をシラバス・シラバス別冊に明示している。（資料 412-4～7） 

・各学部・研究科における教育の実施にあたっての全学内部質保証推進組織等

の関わり（教育の実施内容・状況の把握等） 

  達成： 

・本学における自己点検の基本的構造は、各学部・研究科単位での内部質保証

活動が前提となっており、それら組織単位での内部質保証活動の結果を、全

学的観点から点検・評価し、具体的な改善活動につなげるといった構造にな

っている。学生の学修を活性化する取り組みにおいても、大学レベルでの改

善・向上に努めている。（資料 414-13） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で医学部教育企画委員

会等が医学部教育関係ＰＤＣＡサイクルに取り組んでいる。（資料 413-5、

413-18～20） 

＜学士課程＞ 

・授業形態に配慮した１授業あたりの学生数 

達成： 

・講義形態の授業では、基本的に 1学年 1教室で実施されている。（資料 414-

14） 

・語学科目やＰＢＬ等の一部の科目では、教育効果が見込める人数単位に学 

生を分割して実施している。（資料 414-6、414-15） 

・ＣＣは 1グループ 2～3名で編成している。（資料 414-16） 

・基礎医学等の実習科目においては、複数の教員が配置され、きめの細かい指

導が行き届くよう配慮している。（資料 412-4） 

対応： 

2025（令和 7）年 11 月から開始予定のＣＣにおいて、多数のグループが同時

に同一診療科へ配属され、過密になることが予想されるため、各診療科にアン

ケートを実施し、各診療科の関連病院等へ学生を配属することを検討してい

る。また、各診療科で受け入れ可能な学生数を踏まえて、2学年分の学生受け

入れが重ならないように、2024（令和 6）年度のＣＣから、前半に内科系、後

半に外科系を実習するローテーションを編成した。（資料 413-26、414-17） 

 

＜COVID-19に伴う授業の対応＞ 

 達成： 

・授業外学習に資する適切なフィードバックや、量的・質的に適当な学習課 

題の提示 

達成： 

学生が自主学習に十分に取り組めるよう、求められる事前・事後学習の詳細と

所要時間の目安をシラバス・シラバス別冊に明示している。（資料 412-4～7） 

・各学部・研究科における教育の実施にあたっての全学内部質保証推進組織等

の関わり（教育の実施内容・状況の把握等） 

  達成： 

・本学における自己点検の基本的構造は、各学部・研究科単位での内部質保証

活動が前提となっており、それら組織単位での内部質保証活動の結果を、全

学的観点から点検・評価し、具体的な改善活動につなげるといった構造にな

っている。学生の学修を活性化する取り組みにおいても、大学レベルでの改

善・向上に努めている。（資料 414-9） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で教務委員会は教育の

実施内容や状況を確認し、改善に取り組んでいる。 

 

＜学士課程＞ 

・授業形態に配慮した１授業あたりの学生数 

達成： 

・講義形態の授業では、基本的に 1学年 1教室で実施されている。（資料 414-

10） 

・語学科目やＰＢＬ等の一部の科目では、教育効果が見込める人数単位に学 

生を分割して実施している。（資料 414-11） 

・ＣＣは 1グループ 2～3名で編成している。（資料 414-12） 

・基礎医学等の実習科目においては、複数の教員が配置され、きめの細かい指

導が行き届くよう配慮している。（資料 412-4） 

対応： 

2025（令和 7）年 11 月から開始予定のＣＣにおいて、多数のグループが同時

に同一診療科へ配属され、過密になることが予想されることから、各診療科に

対してアンケートを実施し、各診療科が関係する病院への配属を検討してい

る。（資料 414-13） 

 

 

 

＜COVID-19に伴う授業の対応＞ 

 達成： 
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・大学病院内での実習に際して、「獨協医科大学（壬生キャンパス）新型コロ

ナウイルス感染症対策のための基本方針」に基づき、感染対策を考慮して

実施している。（資料 414-18） 

・学生の理解と納得を得るため、授業の方向性等に関する内容を学生・教員

に周知し情報共有を図っている。（資料 413-11） 

  

・大学病院内での実習に際して、「教育活動における新型コロナウイルス対策

に関するワーキンググループ」での意見に基づき、感染対策を考慮した実

習内容の検討を行った。（資料 414-14） 

・学生の理解と納得を得るため、授業の方向性等に関する内容を学生・教員

に周知し情報共有を図っている。（資料 414-15） 

 

 

 

 

 

 

 

415 ⑤成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。   415 ⑤成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。  

○成績評価及び単位認定を適切に行うための措置 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・単位制度の趣旨に基づく単位認定 

達成： 

学則第 16 条に「医学部における各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を

教室内及び教室外を合せて 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成し、

次の基準により計算するものとする。（1）講義及び演習については、15～22時

間の授業をもって 1単位とする。（2）実験、実習及び実技については、30～44

時間の授業をもって 1単位とする」と定めている。（資料 413-6） 

・既修得単位の適切な認定 

達成： 

入学前の既修得単位の認定については学則第 22条に「教育上有益と認めると

きは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学（外国の大学又は短期大

学を含む。）において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準

第 31 条に定める科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学

した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことがで

きる（第 2・3 項省略）」と定めており、その取扱いについては継続的な検討

を行っていく。（資料 413-6） 

・成績評価の客観性、厳格性、公正性、公平性を担保するための措置 

達成： 

・学生評価への透明性を高めるため、結果発表後に一定の期間を設け、成績評

価に関する照会を受け付けており、公平な評価を行うための客観性・透明性

を担保している。（資料 415-1～2） 

・評価方法及び結果の利益相反を管理するため、「医学部試験及び成績評価に

関する規程」及び「医学部における成績評価異議申立てに関する規程」を改

正し、成績評価者に利益相反が生じるおそれがある場合の対応について規定

した。（資料 415-3～4） 

・学修成果を判断するための客観的な指標となるＧＰＡ分布表を保証人に対

して送付している。（資料 415-5） 

Ａ 

 ○成績評価及び単位認定を適切に行うための措置 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・単位制度の趣旨に基づく単位認定 

達成： 

学則第 16 条に「医学部における各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を

教室内及び教室外を合せて 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成し、

次の基準により計算するものとする。（1）講義及び演習については、15～22時

間の授業をもって 1単位とする。（2）実験、実習及び実技については、30～44

時間の授業をもって 1単位とする」と定めている。（資料 413-6） 

・既修得単位の適切な認定 

達成： 

入学前の既修得単位の認定については学則第 22条に「教育上有益と認めると

きは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学（外国の大学又は短期大

学を含む。）において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準

第 31 条に定める科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学

した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことがで

きる（第 2・3 項省略）」と定めているが、その取扱いについては継続的な検

討を行う必要がある。（資料 413-6） 

・成績評価の客観性、厳格性、公正性、公平性を担保するための措置 

達成： 

・学生評価への透明性を高めるため、結果発表後に一定の期間を設け、成績評

価に関する照会を受け付けており、公平な評価を行うための客観性・透明性

を担保している。（資料 415-1～2） 

・学修成果を判断するための客観的な指標となるＧＰＡ分布表を保証人に対

して送付している。（資料 415-3） 

・成績評価の平準化を目的にＧＰを活用した検証を行っている。（資料 415-4） 

・2023（令和 5）年度の定期試験、共用試験、卒業試験は対面で実施されてお

り、成績評価の客観性、厳格性が担保されている。（資料 415-5） 

 

Ａ 
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・成績評価の平準化を目的にＧＰを活用した検証を行っている。（資料 415-6） 

・定期試験、共用試験、卒業試験は対面で実施されており、成績評価の客観性、

厳格性が担保されている。（資料 415-7） 

・卒業・修了要件の明示 

達成： 

「医学部進級判定及び卒業判定に係る細則」に明示している。（資料 415-8）  

 ・成績評価及び単位認定に関わる全学的なルールの設定その他全学内部質保証

推進組織等の関わり 

  達成： 

  ・成績評価と単位認定は、学則・シラバスの成績評価基準等に基づいて適切に

行われている。（資料 412-4～7、413-6） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、成績評価及び単位

認定に係る検討・改善について、医学部成績判定委員会等によるＰＤＣＡサ

イクルを実施している。（資料 413-5、414-13） 

 

◎ＧＰＡの活用 

  達成： 

ＧＰＡの基準を設定し、当該基準を下回る学生を成績不振学生と位置づけ、修

学等の指導を行う取組を実施している。（資料 415-9） 

 

◎学修成果等の可視化 

  達成： 

・ＣＣの評価項目の成績分布表を作成し、ディプロマサプリメントとして 6

年生に交付している。（資料 415-10） 

・学修ポートフォリオを整備（2020（令和 2）年 11月運用開始）し、学修成

果を示すＤＰについて、学生が自分自身で自己の能力を把握するととも

に、大学での学びの成果を可視化している。（資料 415-11） 

・教学ＩＲセンターにおいて、学生の入学時・在学中・卒業後の各種ＩＲ情

報を継続的に収集・分析しており、学修成果や学生生活等に関する各種デ

ータを分かりやすく整理し、大学ホームページで学内外に発信している。

（資料 415-12～13） 

 

 

 

・卒業・修了要件の明示 

達成： 

「医学部進級判定及び卒業判定に係る細則」に明示している。（資料 415-6）  

 ・成績評価及び単位認定に関わる全学的なルールの設定その他全学内部質保証

推進組織等の関わり 

  達成： 

  ・成績評価と単位認定は、学則・シラバスの成績評価基準等に基づいて適切に

行われている。（資料 412-4～7、413-6） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、成績評価及び単位

認定に係る検討・改善については、教務委員会がその役割を果たしている。 

 

 

◎ＧＰＡの活用 

  達成： 

ＧＰＡの基準を設定し、当該基準を下回る学生を成績不振学生と位置づけ、修

学等の指導を行う取組を実施している。（資料 415-7～8） 

 

◎学修成果等の可視化 

  達成： 

・ＣＣの評価項目の成績分布表を作成し、ディプロマサプリメントとして 6

年生に交付している。（資料 415-9） 

・学修ポートフォリオを整備（2020（令和 2）年 11月運用開始）し、学生が

自分自身で自己の能力を把握するとともに、大学での学びの成果を可視化

している。（資料 415-10） 

対応： 

医学部教育関係委員会の組織改編を行い、2024（令和 6）年度から教育技法

委員会において、学修ポートフォリオの充実や活用方法について検討を図っ

ていく。（資料 413-5） 
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対応： 

・教育技法委員会において、ポートフォリオＷＧ、ルーブリックＷＧを発足

し、ｅ－ポートフォリオや形成的評価の活用をさらに進めるため、評価方

法の検討と学内への展開に取り組んでいる。（資料 415-14～15） 

・卒業時の学修成果と卒後研修修了時の学修成果を関連づけ、連続性を持た

せるため、卒前臨床実習生用オンライン臨床教育評価システム（ＣＣ－Ｅ

ＰＯＣ）の導入に向けて、ポートフォリオＷＧが導入にあたって必要とな

る方策の検討や、学内への提案に取り組んでいる。（資料 415-14） 

 

○学位授与を適切に行うための措置 

・学位論文審査がある場合、学位論文審査基準の明示・公表 

 ・学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するための措置 

・学位授与に係る責任体制及び手続の明示 

・適切な学位授与 

・学位授与に関わる全学的なルールの設定その他全学内部質保証推進組織等の

関わり 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

 達成： 

・授与する学位については、獨協医科大学学位規程に定め、学位授与に係る手

続きや責任体制を明確にしている。（資料 415-16） 

  ・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、学位授与に係る検

討・改善について、医学部教育企画委員会等によるＰＤＣＡサイクルを実施

している。（資料 413-5、414-13） 

Ａ 

 ○学位授与を適切に行うための措置 

・学位論文審査がある場合、学位論文審査基準の明示・公表 

 ・学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するための措置 

・学位授与に係る責任体制及び手続の明示 

・適切な学位授与 

・学位授与に関わる全学的なルールの設定その他全学内部質保証推進組織等の

関わり 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

 達成： 

・授与する学位については、獨協医科大学学位規程及び各研究科における細則

に定め、学位授与に係る手続きや責任体制を明確にしている。（資料 415-11） 

  ・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価

を行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とさ

れる事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提

言される。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策へ

の対応を要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、学位授

与に係る検討・改善については、教務委員会がその役割を果たしている。 

Ａ 

416 ⑥学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価しているか。   416 ⑥学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価しているか。  

○各学位課程の分野の特性に応じた学習成果を測定するための指標の適切な設定

（特に専門的な職業との関連性が強いものにあっては、当該職業を担うのに必

要な能力の修得状況を適切に把握できるもの。） 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・アセスメント・ポリシー（学修成果及び成績評価に関する方針）の策定（資

料 411-1） 

・コンピテンシー・マイルストーンの設定（資料 413-4） 

 レベル 1：第 2学年終了時 

 レベル 2：第 4学年終了時 

 レベル 3：卒業時 

Ｂ 

 ○各学位課程の分野の特性に応じた学習成果を測定するための指標の適切な設定

（特に専門的な職業との関連性が強いものにあっては、当該職業を担うのに必

要な能力の修得状況を適切に把握できるもの。） 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・アセスメント・ポリシー（学修成果及び成績評価に関する方針）の策定（資

料 411-1） 

・コンピテンシー・マイルストーンの設定（資料 413-4） 

 レベル 1：第 2学年終了時 

 レベル 2：第 4学年終了時 

 レベル 3：卒業時 

Ｂ 
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・総括的な直接的評価として行われる授業ごとの筆記試験の他、第 3～5学年

においては各時点での学修到達度測定のために総合試験を実施し、進級判定

に用いている。（資料 415-8） 

・第 4学年での学修到達度は、共用試験ＣＢＴで知識を、臨床実習前ＯＳＣＥ

で技能の習得度を評価している。第 6学年では総合的な基礎・臨床知識を評

価するカテゴリー試験（第 1次卒業試験）及び共用試験臨床実習後ＯＳＣＥ

を実施のうえ、医師国家試験形式で第 2次卒業試験を実施して卒業判定を行

っている。また、第 2次卒業試験の不合格者には、第 3次卒業試験を実施し

て最終的な卒業判定を行っている。（資料 415-8） 

・共用試験ＣＢＴの合格判定基準が、2023（令和 5）年度より全国統一のＩＲ

Ｔ値 396に定められたことから、これまでの大学独自基準と同様の学修到達

度を測定するために、2024（令和 6）年度から第 4学年において共用試験Ｃ

ＢＴに準拠した総合試験を実施している。（資料 413-9） 

対応： 

・2024（令和 6）年度の医学部教育関係委員会の組織改編により、医学部教育

プログラム評価委員会において、コンピテンシー・マイルストーンの検証や、

評価方法の構築を図っていく。（資料 416-1） 

 

・総括的な直接的評価として行われる授業ごとの筆記試験の他、第 3・5学年

においては各時点での学修到達度測定のために総合試験を実施し、進級判定

に用いている。（資料 415-6） 

・第 4学年での学修到達度は、共用試験ＣＢＴで知識を、臨床実習前ＯＳＣＥ

で技能の習得度を評価している。第 6学年では総合的な基礎および臨床知識

を評価するカテゴリー試験（第 1次卒業試験）を実施し、医師国家試験形式

で第 2次卒業試験を実施して卒業判定を行っている。また、第 2次卒業試験

の不合格者には、第 3 次卒業試験を実施して最終的な卒業判定を行ってい

る。（資料 415-6） 

対応： 

・医学部教育プログラム評価委員会において、コンピテンシー・マイルストー

ンの検証や、評価方法の構築を図るため、2024（令和 6）年度に医学部教育

関係委員会の組織改編を行う。（資料 413-5） 

・共用試験ＣＢＴはこれまで大学独自の合格判定基準を採用し、2022（令和 4）

年度はＩＲＴ値 470を採用した。2023（令和 5）年度には医療系大学間共用

試験実施評価機構により合格判定基準が全国統一のＩＲＴ値 396 に定めら

れたことから、これまでと同様の基準値で学修到達度を測定するために

2024（令和 6）年度から第 4学年において共用試験ＣＢＴに準拠した総合試

験を実施する。（資料 413-17） 

 

○学位授与方針に明示した学生の学習成果を把握及び評価するための方法の開発 

≪学習成果の測定方法例≫ 

・アセスメント・テスト 

・ルーブリックを活用した測定 

・学習成果の測定を目的とした学生調査 

・卒業生、就職先への意見聴取 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・授業科目毎に行う学生による授業評価アンケート、卒業時アンケートを実施

し、学生の自己評価による達成度や満足度調査を通じて学位授与方針に明示

した学修成果を把握している。（資料 416-2～3） 

・卒業生や就職先に対し、医学部教育における成果等に関するアンケートを毎

年実施しており、学生の知識、協調性、積極性等を確認する項目を設定する

など、学修成果の把握に向けた取組を行っている。（資料 416-4～7） 

・医学部における教育課程の改善のプロセスに実務家教員が参画する仕組み

を設け、カリキュラムの継続的改善に努めている。（資料 416-8～9） 

・学生による授業評価の結果を分析・検討し、授業の改善を図るための取り組

みを実施している。（資料 416-10～11） 

・ＣＣ開始後 8週間に渡って行われる基幹診療科実習（内科系 4週・外科系 4

週）では、診療参加型臨床実習で必要とされる基本的な実践的能力を備えさ

せることを目的に内科系・外科系の共通のプログラムを策定している。同プ

Ａ 

 ○学位授与方針に明示した学生の学習成果を把握及び評価するための方法の開発 

≪学習成果の測定方法例≫ 

・アセスメント・テスト 

・ルーブリックを活用した測定 

・学習成果の測定を目的とした学生調査 

・卒業生、就職先への意見聴取 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・授業科目毎に行う学生による授業評価アンケート、卒業時アンケートを実施

し、学生の自己評価による達成度や満足度調査を通じて学位授与方針に明示

した学修成果を把握している。（資料 416-1～2） 

・卒業生や就職先に対し、医学部教育における成果に関するアンケートを毎年

実施しており、学生の知識、協調性、積極性等を確認する項目を設定するな

ど、学修成果の把握に向けた取組を行っている。（資料 416-3～5） 

・医学部における教育課程の改善のプロセスに実務家教員が参画する仕組み

を設け、カリキュラムの継続的改善に努めている。（資料 416-6～7） 

・学生による授業評価の結果を分析・検討し、授業の改善を図るための取り組

みを実施している。（資料 416-8） 

・ＣＣ開始後 8週間に渡って行われる基幹診療科実習（内科系 4週・外科系 4

週）では、診療参加型臨床実習で必要とされる基本的な実践的能力を備えさ

せることを目的に内科系・外科系の共通のプログラムを策定している。（資

Ａ 
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ログラムについては指導医・学生の意見を踏まえ改善に取り組んでいる。（資

料 416-12～13） 

・ＣＣ・ＡＣＣにおいて、教育内容や評価方法の統一化を図り、形成的評価を

確実に実施するため、ルーブリックＷＧで統一的なルーブリック評価につい

て検討し、2025 年 1 月開始のＣＣから全科でのルーブリック評価を導入し

た。また、臨床実習委員会において、医学部生への 360度評価の手順を取り

決めた。（資料 416-14～16） 

・第 2学年「医学研究実習（ベーシック）」、第 4学年「医学研究実習（メディ

カル）」では、日々の生活や研究態度を評価する際に公平な基準となるよう

ルーブリック評価を用いている。（資料 416-17） 

  ・総合試験、卒業試験及び一部の定期試験については、解説集や模範解答が開

示され、学生は自己採点により学修成果の達成状況を知る（フィードバック

を受ける）ことができる。（資料 416-18） 

  ・教学ＩＲセンターにおいて、大学の学びや研究で培われる汎用的能力を客観

的に測定するアセスメント試験（ＧＰＳ－Ａｃａｄｅｍｉｃ）を用いて、学

生の進歩の可視化や定量化などを行っており、学生は各自の測定結果を確

認することができる。（資料 416-19） 

  対応： 

・学生による授業評価アンケートについて、回答率を上げるための方策を医学

部プログラム評価委員会で検討した結果、2025（令和 7）年度からは、各授

業の最後のコマにおいて、他の調査と一体的にアンケートを実施することを

決定した。（資料 416-20） 

料 416-9）同プログラムについては指導医・学生の意見を踏まえ改善に取り

組んでいる。（資料 416-10） 

・ＣＣ・ＡＣＣにおけるルーブリックやｍｉｎｉ－ＣＥＸ等の導入を進め、形

成的評価方法による評価を確実に実施していくための調査・分析を行ってい

る。（資料 416-11） 

・第 2学年「医学研究実習（ベーシック）」、第 3学年「医学研究実習（アドバ

ンスド）」では、日々の生活や研究態度を評価する際に公平な基準となるよ

うルーブリック評価を用いている。（資料 416-12） 

  ・総合試験、卒業試験および一部の定期試験については模範解答が開示さ

れ、学生は自己採点により学修成果の達成状況を知る（フィードバックを

受ける）ことができる。（資料 416-13） 

○学習成果の把握及び評価の取り組みに対する全学内部質保証推進組織等の関わ

り 

達成： 

・アセスメント・ポリシーは、内部質保証推進委員会から学長に提言され、教

学マネジメント委員会の承認を経て、令和 3年 11月に制定されている（資

料 411-1） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、学修成果の把握及

び評価に係わる検討・改善について、医学部教育プログラム評価委員会等に

よるＰＤＣＡサイクルを実施している。（資料 413-5、414-13） 

Ａ 

 ○学習成果の把握及び評価の取り組みに対する全学内部質保証推進組織等の関わ

り 

達成： 

・アセスメント・ポリシーは、内部質保証推進委員会から学長に提言され、教

学マネジメント委員会の承認を経て、令和 3年 11月に制定されている（資

料 411-1） 

・前年度の教育活動については、医学部自己点検・評価委員会が点検と評価を

行い、その結果は内部質保証推進委員会に提出される。改善が必要とされる

事項は、内部質保証推進委員会の議を経て学長（学長諮問会議）に提言され

る。提言を受けた学長は、教学マネジメント委員会に当該改善策への対応を

要請する仕組みが確立されている。このプロセスの中で、学修成果の把握及

び評価に係わる検討・改善については、教務委員会がその役割を果たしてい

る。 

 

Ａ 

417 ⑦教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評価を行ってい

るか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

 

 

 

 417 ⑦教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評価を行ってい

るか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 
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○適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

・学習成果の測定結果の適切な活用 

達成： 

・医学部自己点検・評価委員会による点検・評価が実施されている。（資料 413-

18～19、417-1） 

・教学ＩＲセンターで多角的に分析された客観的なデータを活用し、内部質

保証システムのＰＤＣＡサイクルにおいて、教育プログラムの評価・改善

に取り組んでいる。（資料 413-16～17、414-13、417-2） 

・教学ＩＲセンターの教員をチーフタスクフォースに迎えて医学教育ワーク

ショップを開催し、議論の内容を教育課程に反映しながら、教育内容や授

業運営の改善・向上に努めている。（資料 417-3） 

 
Ａ 

 ○適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

・学習成果の測定結果の適切な活用 

達成： 

・医学部自己点検・評価委員会による点検・評価が実施されている。（資料 417-

1～2） 

・教学ＩＲセンターで多角的に分析された客観的なデータは教務委員会で教

育課程及びカリキュラムの適切性の検証及び改善に向けた検討に活用され

ている。（資料 417-3） 

 ・ＩＣＴの活用やアクティブ・ラーニングあるいはルーブリックの活用などに

関する調査を実施し、教員に授業方法の工夫や見直しを促すとともに、教育

方法の適切性について点検を行い、教育内容や授業運営の改善・向上に努め

ている。（資料 417-4） 

 

Ａ 

◎学修成果に関する卒後研修先との協議 

  達成： 

・学生への教育の成果や効果の向上について検証し、本学のキャリア教育・支

援を改善することを目的に、卒後研修先に対して、学生時代に身に付けてお

くべき能力その他の本学の教育内容等に関するアンケートを実施しており、

調査結果を教育プログラムの改善に活用している。（資料 413-16～17） 

 

 

 

◎学修成果に関する卒後研修先との協議 

  達成： 

・学生への教育の成果や効果の向上について検証し、本学のキャリア教育・支

援の改善を目的に、卒後研修先に対して、学生時代に身に付けておくべき能

力その他の本学の教育内容等に関するアンケートを実施した。集計結果は授

業等教育活動の見直しに活用していく。（資料 416-4） 

 

○点検・評価結果に基づく改善・向上 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・学生に、学修成果としてディプロマ・ポリシーを示すとともに、学生自身が

自己の学習の進捗に責任を持ち、具体的な目標を立てて段階的に進んでいけ

るよう、ディプロマ・ポリシーの各項目を細分化したコンピテンシー・マイ

ルストーンを策定し、2022（令和 4）年度から学生に示している。（資料 413-

4） 

・医学部教育における成果に関するアンケートの結果等を踏まえて、リサー

チ・マインドを醸成するために、2024（令和 6）年度は 2年次に「医学研究

実習（ベーシック）」として 2週間、4年次に「医学研究実習（メディカル）」

として 4週間、合計 6週間に医学研究の実習期間を拡充した。さらに、2025

（令和 7）年度には実習期間を計 12 週間に拡充することを計画している。

（資料 413-13、413-17） 

・卒業時アンケートの結果等を踏まえて、社会的視野（グローバル力）を涵養

するために、2024（令和 6）年度から、6年一貫型医学英語教育をカリキュ

ラムに取り入れた。（資料 413-9、416-3） 

・2022（令和 4）年に日本医学教育評価機構（ＪＡＣＭＥ）による医学教育分

野別評価を受審し、2023（令和 5）年 10 月 1 日から 7 年間の認定を受けた

が、カリキュラムに関する委員会の役割分担が明確でなく、それぞれの機能

Ｂ 

 ○点検・評価結果に基づく改善・向上 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学部ではこれまで学生に、学修成果としてディプロマ・ポリシーを示して

きたが、教務委員会では学生自身が自己の学習の進捗に責任を持ち、具体的

な目標を立てて段階的に進んでいけるよう、ディプロマ・ポリシーの各項目

を細分化してコンピテンシー・マイルストーンを策定し、2022（令和 4）年

度から学生に示している。（資料 413-4） 

・獨協医科大学医学部教育における成果に関する 2021（令和 3）年度のアンケ

ート調査により、リサーチ・マインドの醸成レベルが低いことが明らかにな

った。その解決に向けた取り組みの一つとして、2年次に「医学研究実習（ベ

ーシック）」、3年次に「医学研究実習（アドバンスド）」を開設し、これまで

2週間だった期間を 4週間に拡充した。なお、2024（令和 6）年度は更に期

間を 6週間に拡充していく予定である。（資料 413-13～14、資料 413-17） 

 

 

 

対応： 

・医学部では 2022（令和 4）年に日本医学教育評価機構（ＪＡＣＭＥ）による

医学教育分野別評価を受審し、2023（令和 5）年 10 月 1 日から 7 年間の認

Ｂ 
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と権限を整理すべきとの助言があった。これを受けて、2024（令和 6）年度

に医学部教育関係委員会の組織改編を行い、主要な会議体への学生委員の参

画を拡充し、幅広い教育関係者を含む委員構成によるＰＤＣＡサイクルを実

施している。（資料 413-5、417-4～7） 

対応： 

・2024（令和 6）年度から医学部教育プログラム評価委員会において、学生委

員の意見を参考にしながら、コンピテンシー・マイルストーンの検証や、そ

れに沿った知識・技能及び態度の評価方法の構築を図るとともに、マイルス

トーンの達成度を測っていく。（資料 413-5、416-10） 

 

定期間が開始した。受審後ＪＡＣＭＥから、カリキュラムに関する委員会の

役割分担が明確でなく、それぞれの機能と権限を整理すべきとの助言があ

り、2024（令和 6）年から医学部教育関係委員会の組織改編を行う計画であ

る。（資料 413-5） 

・医学部教育プログラム評価委員会において、2024（令和 6）年度から学生委

員の意見を参考にしながら、コンピテンシー・マイルストーンの検証や、そ

れに沿った知識・技能及び態度の評価方法の構築を図るとともに、マイルス

トーンの達成度を測る予定である。（資料 413-5） 
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２．根拠資料（名称） 

2024（令和 6）年度  2023（令和 5）年度 

項目№ 資料番号 根拠資料の名称  項目№ 資料番号 根拠資料の名称 

411 1 
医学部教育理念・4つのポリシー 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/overview/philosophy.html 
 411 1 

医学部教育理念・4つのポリシー 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/campus/guide/policy.html 

411 2 獨協医科大学医学部ミッションカード  411 2 獨協医科大学医学部ミッションカード 

411 3 第 1回 3ポリシー改定ワーキンググループ議事要録     

412 1 
医学部カリキュラム 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/curriculum/ 

 
412 1 

医学部カリキュラム 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/curriculum/ 

412 2 令和 6年度医学部アクティブ・ラーニング実施計画  412 2 令和 5年度医学部アクティブ・ラーニング実施計画（科目別） 

412 3 令和 6年度学生生活のしおり  412 3 令和 5年度学生生活のしおり 

412 4 
令和 6年度医学部講義シラバス 

https://dept.dokkyomed.ac.jp/dep-m/syllabus/2024/plan/ 

 
412 4 

令和 5年度医学部講義シラバス 

https://dept.dokkyomed.ac.jp/dep-m/syllabus/2023/plan/ 

412 5 
令和 6年度講義シラバス別冊 

https://dept.dokkyomed.ac.jp/dep-m/syllabus/auth/2024/lecture/ 

 
412 5 

令和 5年度講義シラバス別冊 

https://dept.dokkyomed.ac.jp/dep-m/syllabus/auth/2023/lecture/ 

412 6 

令和 6年度ＣＣ実習シラバス 

https://www.dokkyomed.ac.jp/upload/Syllabus/files/dokkyo_20240328_e

_f_101_6605071b-4020-482b-8a2e-3b123b6adde2.pdf 

 

412 6 

令和 5年度ＣＣ実習シラバス 

https://www.dokkyomed.ac.jp/upload/Syllabus/files/dokkyo_20230511_

e_f_90_645c8cd0-a2c8-460f-a2ef-35f73b6adde2.pdf 

412 7 

令和 6年度ＡＣＣ実習シラバス 

https://www.dokkyomed.ac.jp/upload/Syllabus/files/dokkyo_20240215_e

_f_92_65cdb4b6-69d8-48bc-92ff-1e1f3b6adde2.pdf 

 

412 7 

令和 5年度ＡＣＣ実習シラバス 

https://www.dokkyomed.ac.jp/upload/Syllabus/files/dokkyo_20230224_

e_f_85_63f81f0e-f8ec-4e13-917e-311f3b6adde2.pdf 

    412 8 カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）新旧対照表 

412 8 令和 6年度医学部履修系統図 
 

412 9 
令和 5年度医学部履修系統図 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dusm/curri/00996-025.pdf 

413 1 医学部カリキュラム概略図  413 1 医学部カリキュラム概略図 

413 2 令和 6年度医学部カリキュラムマップ 
 

413 2 
令和 5年度医学部カリキュラムマップ 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dusm/curri/00996-026.pdf 

413 3 令和 6年度医学部科目ナンバリング  413 3 令和 5年度医学部科目ナンバリング 

413 4 医学部コンピテンシー・マイルストーン  413 4 医学部コンピテンシー・マイルストーン 

413 5 医学部教育関係組織図  413 5 医学部教育関係組織図 

413 6 
獨協医科大学学則 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/info/rules-university_r06.pdf 

 
413 6 

獨協医科大学学則 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dusm/student_life/007/01.pdf 

413 7 令和 6年度「基礎統合演習」  413 7 令和 5年度シラバス「基礎統合演習」 

    413 8 令和 5年度「基礎統合演習」日程表 

413 8 令和 6年度「臨床推論演習Ⅰ～Ⅲ」  413 9 令和 5年度「臨床推論演習Ⅰ～Ⅲ」履修要項 

413 9 令和 6年度オリエンテーション資料  413 10 ブロック制授業概略図 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/campus/guide/policy.html
https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/curriculum/
https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/curriculum/
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413 10 ＬＭＳ（Ｍｏｏｄｌｅ）簡易操作マニュアル  413 11 ＬＭＳ活用事例 

413 11 令和 6年度医学部授業開始について（事務連絡）     

413 12 令和 6年度「アカデミックスキル」  413 12 令和 5年度シラバス「スタディ・スキルズ」 

413 13 令和 6年度「医学研究実習（ベーシック）（メディカル）」  413 13 令和 5年度シラバス「医学研究実習（ベーシック）」 

    413 14 令和 5年度シラバス「医学研究実習（アドバンスド）」 

413 14 令和 6年度「医学研究室配属Ⅰ～Ⅵ」  413 15 令和 5年度「医学研究室配属Ⅰ～Ⅵ」履修要項 

413 15 大学院医学研究科基礎研究医養成プログラム（本学所管）  413 16 医学研究科研究医養成プログラム 

    413 17 令和 6年度カリキュラム案 

413 16 令和 6年度第 2回教学マネジメント委員会議事要録  413 18 令和 5年度第 1回教学マネジメント委員会議事要録 

413 17 令和 6年度第 3回教学マネジメント委員会議事要録  413 19 令和 5年度第 2回教学マネジメント委員会議事要録 

413 18 令和 6年度 1回医学部自己点検・評価委員会議事要録     

413 19 令和 6年度 2回医学部自己点検・評価委員会議事要録     

413 20 令和 6年度第 3回内部質保証推進委員会議事要録     

413 21 
医学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版） 

https://www.mext.go.jp/content/20240220_mxt_igaku-000028108_01.pdf 

 
413 20 医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成 28年度改訂版） 

413 22 令和 6年度「メディカル・プロフェッショナリズム」  413 21 令和 5年度シラバス「メディカル・プロフェッショナリズムⅠ」 

413 23 相互協力連携に関する協定書  413 22 令和 5年度シラバス「メディカル・プロフェッショナリズムⅡ」 

413 24 令和 6年度医学部白衣式（学内だより抜粋）  413 23 令和 5年度シラバス「メディカル・プロフェッショナリズムⅢ」 

    413 24 令和 5年度シラバス「メディカル・プロフェッショナリズムⅣ」 

    413 25 令和 5年度シラバス「メディカル・プロフェッショナリズムⅤ」 

    413 26 令和 5年度シラバス「メディカル・プロフェッショナリズムⅥ」 

413 25 令和 6年度「これからの時代を生き抜くための医師のキャリアプラン」 
 

413 27 
令和 5年度シラバス「これからの時代を生き抜くための医師のキャリアプ

ラン」 

    413 28 医学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4年度改訂版） 

413 26 令和 7年度ＣＣローテーション  413 29 ＣＣ新プログラム案 

    413 30 6年一貫型英語教育ワーキンググループ議事要録 

    413 31 相互協力連携に関する協定書 

413 27 令和 6年度「予防医学・臨床疫学」  413 32 令和 5年度シラバス「予防医学・臨床疫学」 

413 28 壬生町健康寿命延伸事業に関する合意書  413 33 令和 5年度シラバス「統計学」 

414 1 令和 6年度シラバス作成要項  414 1 令和 5年度シラバス作成要項 

414 2 令和 6年度同僚評価表  414 2 同僚評価表（様式）、令和 5年度同僚評価実施状況 
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414 3 医学部シラバス第三者評価要領  414 3 医学部シラバス第三者評価要領 

414 4 第 4回医学部教育プログラム評価委員会議事要録     

414 5 令和 6年度「コミュニティヘルスインターンシップ（ＣＨＩ）」  414 4 令和 5年度シラバス「コミュニティヘルスインターンシップ（ＣＨＩ）」 

414 6 令和 6年度「ＰＢＬテュートリアルⅠ・Ⅱ」  414 5 令和 5年度シラバス「ＰＢＬテュートリアルⅠ」 

414 7 Ｊｏｉｎ ＬｉｖｅＶｉｅｗ資料     

414 8 第 7回医学部教育企画委員会議事要録（抜粋）  414 6 令和 5年度シラバス「ＰＢＬテュートリアルⅡ」 

414 9 令和 6年度オリエンテーション概要  414 7 令和 5年度オリエンテーション資料 

414 10 生成ＡＩ（ＣｈａｔＧＰＴ等）対応発信文書  414 8 生成ＡＩ（ＣｈａｔＧＰＴ等）対応発信文書 

414 11 剽窃チェック・採点ツール「Ｆｅｅｄｂａｃｋ Ｓｔｕｄｉｏ」     

414 12 第 6回医学部教育企画委員会議事要録     

414 13 
獨協医科大学内部質保証システム 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/quality/002.pdf 

 
414 9 

獨協医科大学内部質保証システム 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/quality/002.pdf 

414 14 
学生生活のしおり（課外活動） 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dusm/student_life/003/06.pdf 

 
414 10 令和 5年度医学部授業座席表 

414 15 令和 6年度「総合英語Ｂ」  414 11 令和 5年度ＰＢＬテュートリアルⅠ・Ⅱグループ名簿 

414 16 令和 6年度ＣＣローテーション  414 12 令和 5年度ＣＣグループ名簿 

414 17 ＣＣ関連病院調査結果  414 13 ＣＣ関連病院調査結果 

414 18 新型コロナウイルス感染症対策のための基本方針 
 

414 14 
教育活動における新型コロナウイルス対策に関するワーキンググループ検

討資料 

    414 15 ＣＯＶＩＤ-19対応発信内容 

415 1 獨協医科大学医学部試験及び成績評価に関する規程  415 1 獨協医科大学医学部試験及び成績評価に関する規程 

415 2 獨協医科大学医学部における成績評価異議申し立てに関する規程  415 2 獨協医科大学医学部における成績評価異議申し立てに関する規程 

415 3 医学部試験及び成績評価に関する規程の一部改正     

415 4 医学部における成績評価異議申立てに関する規程の一部改正     

415 5 令和 6年度ＧＰＡ分布表  415 3 令和 5年度ＧＰＡ分布表 

415 6 第 1回医学部教育プログラム評価委員会議事要録  415 4 語学選択科目における成績評価比較表 

415 7 定期試験等の注意事項  415 5 令和 5年度試験時間割（抜粋） 

415 8 獨協医科大学医学部進級判定及び卒業判定に係る細則  415 6 獨協医科大学医学部進級判定及び卒業判定に係る細則 

415 9 
令和 6 年度医学部における成績不振学生の基準設定及びこれに対する個別

指導の方法 

 
415 7 

令和 5年度医学部における成績不振学生の基準設定及びこれに対する個別

指導の方法 

    415 8 令和 5年度成績不振学生に対する個別指導の実施報告書（抜粋） 

415 10 令和 5年度ＣＣ項目別評価表  415 9 令和 4年度ＣＣ項目別評価表 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/quality/002.pdf
https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/quality/002.pdf
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415 11 令和 5年度医学部ディプロマ・ポリシー到達度調査結果  415 10 令和 4年度医学部ディプロマ・ポリシー到達度調査結果 

415 12 
大学ホームページ（ＩＲ情報） 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/publication/ir-information.html 

 
   

415 13 ファクトシート（2024年度版）     

415 14 第 1回ポートフォリオＷＧ議事要録     

415 15 第 1回教育技法委員会議事録     

415 16 獨協医科大学学位規程  415 11 獨協医科大学学位規程 

416 1 第 3回医学部教育プログラム評価委員会議事要録     

416 2 
令和 5年度医学部授業評価アンケート実施状況 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/info/01952-002.pdf 

 
416 1 令和 4年度医学部授業評価結果 

416 3 
令和 5年度医学部卒業時アンケート結果 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/info/01952-005.pdf 

 
416 2 令和 4年度医学部卒業時アンケート結果 

416 4 
卒業生への勤務先等に係るアンケート(26・27期生対象) 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/info/01952-006.pdf  

 
   

416 5 令和 6年度医学部教育における成果に関するアンケート（卒業生）  416 3 令和 4年度医学部教育における成果に関するアンケート（卒業生） 

416 6 令和 6年度医学部教育における成果に関するアンケート（指導医） 
 

416 4 
令和 4年度医学部教育における成果に関するアンケート（臨床研修指導

医） 

416 7 令和 6年度医学部教育における成果に関するアンケート（事業所）  416 5 令和 4年度医学部教育における成果に関するアンケート（事業所） 

416 8 第 1回医学部カリキュラム委員会議事要録  416 6 実務家教員からの意見聴取結果 

416 9 令和 6年度実務家教員アンケート集計結果  416 7 令和 5年度第 5回カリキュラム委員会議事要録 

416 10 第 2回医学部教育プログラム評価委員会議事要録（抜粋）  416 8 令和 5年度第 2回教育技法委員会議事要録 

416 11 獨協医科大学医学部における「学生による授業評価」取り扱い内規     

416 12 令和 6年度基幹診療科実習共通プログラム  416 9 令和 5年度基幹診療科実習共通プログラム 

416 13 令和 6年度基幹診療科実習アンケート結果  416 10 令和 5年度基幹診療科実習アンケート結果 

416 14 第 1回ルーブリックＷＧ議事要録 
 

416 11 
臨床実習における形成的評価方法（ルーブリック等）の導入状況に関する

アンケート集計結果 

416 15 来年度ＣＣ実習の評価表について     

416 16 臨床実習における医学部生への 360度評価の充実について     

416 17 令和 6年度医学研究実習ルーブリック評価表  416 12 医学研究実習ルーブリック評価表 

416 18 医学部模範解答（抜粋）  416 13 医学部模範解答（抜粋） 

416 19 
教学ＩＲセンターホームページ（ＧＰＳ－Ａｃａｄｅｍｉｃ） 

https://dept.dokkyomed.ac.jp/dep-m/ircenter/news/230.html 

 
   

416 20 第 7回医学部教育プログラム評価委員会議事要録     

    417 1 令和 5年度第 1回医学部自己点検・評価委員会議事要録（R5.6.26） 
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417 1 
令和 5年度医学部自己点検・評価報告書 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/evaluation/r05/003.pdf 

 
417 2 

令和 4年度医学部自己点検・評価報告書 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/evaluation/r04/003.pdf 

417 2 4つのポリシー及び IR情報を踏まえた教育課程の編成について  417 3 医学部卒業生への勤務先等に係わるアンケート（24・25期生対象） 

417 3 第 27回医学教育ワークショップ開催案内  417 4 第 26回医学教育ワークショップ関係資料 

417 4 獨協医科大学医学部教育企画委員会規程     

417 5 獨協医科大学医学部成績判定委員会規程     

417 6 獨協医科大学医学部カリキュラム委員会規程     

417 7 獨協医科大学医学部教育プログラム評価委員会規程     
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医学部自己点検・評価報告書 

基準５ 学生の受け入れ 

 

１．自己点検・評価結果（評定） 

  ※自己点検・評価基準を参照し、「自己評価」欄に「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」の４段階で記入。 

Ａ：ほぼ完全にできている（90点以上）、Ｂ：合格点だが改善の余地あり（60〜90点） 

Ｃ：もう少しで及第点（40〜60点）、Ｄ：全くできていないか抜本的な改善が必要（0〜40点） 

2024（令和 6）年度  2023（令和 5）年度 

項目 

No. 

点検・評価項目 自己 

評価 

 項目 

No. 

点検・評価項目 自己 

評価 評価の視点  評価の視点 

511 ①学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。   511 ①学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。  

○学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を踏まえた学生の受け入れ方針の

適切な設定及び公表 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

本学の建学の精神及び医学部教育理念に照らし、ＤＰ、ＣＰとの整合性を

考慮したＡＰを定め、ホームページ（資料 511-1）、募集要項（資料 511-2

～6）、パンフレット（資料 511-7）にて公表している。 

 

Ａ 

 ○学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を踏まえた学生の受け入れ方針の

適切な設定及び公表 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

ホームページ（資料 511-1）、募集要項（資料 511-2～6）、パンフレット

（資料 511-7）にて公表。 

 

Ａ 

○下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針の設定 

・入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像 

・入学希望者に求める水準等の判定方法 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・求める学生像は、ＡＰに「求める入学生像」「各選抜方式の概要」「入学まで

に求める学習成果」を明示し、ホームページ等で公表している。（資料 511-

1～6） 

達成： 

・入学希望者に求める水準等は、ＡＰに「入学までに求める学習成果」とし

て掲げ、また「学力の 3要素を踏まえた多面的・総合的評価について」に

各選抜の特性を踏まえた学力の 3要素との関連を明示している。さらに各

選抜の評価及び判定方法は、募集要項に明示し、ホームページ等で公表し

ている。（資料 511-1～6） 

Ａ 

 ○下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針の設定 

・入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像 

・入学希望者に求める水準等の判定方法 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像は、各入学者選抜に

おいて、試験科目及び出題範囲として募集要項に具体的に明示。（資料

511-2～6） 

達成：アドミッションポリシーの中に高等学校段階までにどのような力を培

うことを求めているか、その力をどのような基準・方法によって評価

するのか、高等学校で履修すべき科目や取得しておくことが望ましい

資格等を具体的に明示。（資料 511-1） 

   また、3ポリシーの関連性について、わかりやすく図表化している。（資

料 511-8） 

対応：教学マネジメント委員会において審議決定。 

 

Ａ 

512 ②学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や運営体制を適

切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

 

 

 512 ②学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や運営体制を適

切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

 

 

○学生の受け入れ方針に基づく学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：学生募集及び広報活動は、パンフレット（資料 511-7）、各学生募集要項

（資料 511-2～6）、ホームページ（資料 512-1）、受験雑誌等（資料 512-

2）、進学相談会（資料 512-3）により情報発信するとともに、高校進路

Ａ 

 ○学生の受け入れ方針に基づく学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：学生募集及び広報活動は、パンフレット（資料 511-7）、各学生募集要項

（資料 511-2～6）、ホームページ（資料 512-1）、受験雑誌等（資料 512-

2）、進学相談会（資料 512-3）、高校進路指導部教員との懇談会、（資料

Ａ 
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指導部教員との懇談会、（資料 512-4）、オープンキャンパス、コロナに

罹患した方や遠方により来学できない方などに配慮してオンライン講

義・講話（資料 512-5）、大学祭（獨医祭）における医学部在学生による

個別相談等を開催した。（資料 512-6） 

対応：入試委員会にてＣＯＶＩＤ-19罹患者等に配慮した広報活動（オンライ

ン講義・講話）を実施継続すべきか検討した。（資料 512-7） 

達成：入学者選抜は総合型選抜、学校推薦型選抜（指定校制）、（指定校制（栃

木県・埼玉県・茨城県地域枠））、（公募（地域特別枠））、（系列校）、一

般選抜（前期・後期）、（栃木県・新潟県地域枠）の 7種類の選抜方法を

導入しており、各選抜方式の特性に応じ、各種の試験方法を取り入れて、

公平かつ公正な入学者選抜を実施した。（資料 511-2～6） 

達成：（学生募集） 

・高大連携への取組み 

学校推薦型選抜（系列校）を導入している観点から、系列高校との協議

会を開催したうえで、在学生（中学生・高校生）への模擬講義、並びに

入学予定者への入学前教育を実施した（資料 512-8～12）。また、新た

な試みとして系列高校の 2 年生を対象に本格的な医学部体験を目的と

した「Ｓｕｍｍｅｒ ｓｅｍｉｎａｒ2024」を実施した。（資料 512-13） 

 対応：本学教員、系列校教員で構成された高大接続ＷＧにおいて、高大接続の

目標、目的、要望、具体的な実施内容などについて複数回にわたり協議

した。（資料 512-8～11） 

 

512-4）、オープンキャンパス、コロナに罹患した方や遠方により来学で

きない方などに配慮してオンライン講義・講話を行い（資料 512-5）、大

学祭（獨医祭）にて医学部在学生による個別相談を対面で実施。（資料

512-6） 

対応：入試委員会にてＣＯＶＩＤ-19等に対応したオープンキャンパス内容を

検討。（資料 512-7） 

達成：入学者選抜制度の適切な設定は総合型選抜、学校推薦型選抜（指定校制）、

（指定校制（栃木県地域枠））、（公募（地域特別枠））、（系列校）、一般

選抜（前期・後期）、大学入学共通テスト利用選抜、地域枠の 8種類の

選抜方法を導入しており、各選抜方式の特性に応じ、各種の試験方法を

取り入れて、公平かつ公正な入学者選抜を実施。（資料 511-2～6） 

達成：（学生募集） 

・高大連携への取組み 

学校推薦型選抜（系列校）を導入し、系列高校との協議会を開催したう

えで、在学生（中学生・高校生）への模擬講義、並びに入学予定者への

入学前教育を実施した。（資料 512-8～12） 

 対応：複数名の本学教員、系列校教員で構成された高大接続ＷＧにおいて、高

大接続の目標、目的、要望、具体的な実施内容などについて複数回にわ

たり協議した。（資料 512-8～11） 

 

○授業料その他の費用や経済的支援に関する情報提供 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：その他費用を含む学納金、奨学金制度の情報は、ホームページ（資料 512-

1）、各学生募集要項（資料 511-2～6）、進学相談会等（資料 512-3）に

おいて、ステークホルダー及び社会の人々に広く発信している。 

また、一般選抜においては、合格した者で成績が特に優秀な者の教育充

実費を 50％減免する「入学一時金減免制度」を設けている。（資料 512-

14～15）  

Ａ 

 ○授業料その他の費用や経済的支援に関する情報提供 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：受験生、父母及び社会の人々に広く情報提供できるようホームページ     

（資料 512-1）、各学生募集要項（資料 511-2～6）、進学相談会等（資料

512-3）にて公表している。 

達成：日本学生支援機構奨学金に加え、大学独自の奨学金制度や共通テスト

利用・一般選抜における成績優秀者に対する入学一時金減免制度を設

けている。（資料 512-13～14） 

Ａ 

○入試委員会等、責任所在を明確にした入学者選抜実施のための体制の適切な 

整備 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：全ての入学者選抜を適切かつ円滑に実施するため、入試委員会が置か

れている。入試委員会規程には、学長直属の組織であることが定めら

れており、本規定のもと学長が指名した入試委員長が統括し、入学者

選抜の実施に関して必要な事項の審議・決定を行っている。また、入

試業務を実施するために、問題作成（点検）委員、論文委員等の専門

委員を置き、面接委員や試験監督の選出も行っている。なお、公平公

正に運営するため、入試委員の任期は 1期 2年、最長 2期 4年と定め

られている。（資料 512-16） 

 

Ａ 

 ○入試委員会等、責任所在を明確にした入学者選抜実施のための体制の適切な 

整備 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：全ての入学者選抜を適切かつ円滑に実施するため、入試委員会が置か

れている。入試委員会規程には、学長直属の組織であることが定めら

れており、本規定のもと学長が指名した入試委員長が統括し、入学者

選抜の実施に関して必要な事項の審議・決定を行っている。また、入

試業務を実施するために、問題点検委員、論文委員等の専門委員を置

き、面接委員や試験監督の選出も行っている。なお、公平公正に運営

するため、委員の任期は 1期 2年、最長 2期 4年と定められている。

（資料 512-15） 

 

Ａ 
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○公正な入学者選抜の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・合格者は予備判定を入試委員会、判定は受験生名等をマスキングして教授会

で行い、入試結果について学事報告として理事会に報告し、理事及び監事か

らチェックを受けている。（資料 512-16～18） 

･面接試験は公平かつ公正になるよう必ず複数名により評価しており、面接室

における面接員の男女比に配慮している（資料 512-19～24）。また、入学志

願者に親族や何かしらの関係性を持っている者がいる教職員は、面接員とし

て関与しないこととしている。（資料 512-25～27） 

･学校推薦型選抜においては、受験生を多角的に評価できるＭＭＩ（ｍｕｌｔ

ｉｐｌｅ ｍｉｎｉ ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ）を導入している。（資料 511-3～

5） 

 

 

・オンラインによる入学者選抜を行う場合における公正な実施 

 

Ａ 

 ○公正な入学者選抜の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：合格者は予備判定を入試委員会、判定は受験生名等をマスキングして教

授会で行い、入試結果について学事報告として理事長に報告し、学外者

を含む理事・監事等からチェックを受けている。（資料 512-16～17） 

面接試験は公平かつ公正になるよう複数名及び原則として男女で構成

して評価している（資料 512-18～23）。また、入学志願者に親族や何か

しらの関係性を持っている者がいる教職員は面接員として関与しない

こととしている（資料 512-24～26）。 

 

達成：（入学者選抜） 

・客観評価に伴う面接方法の改善 

面接評価の標準化を図るため、学校推薦型選抜においてＭＭＩ

（multiple mini interview）形式による面接を導入。（資料 511-3～5） 

 

・オンラインによる入学者選抜を行う場合における公正な実施 

 

Ａ 

○入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・一般選抜問題の作成は外部機関と本学問題出題（点検）委員によるダブルチ

ェック体制とし、入学志願者に親族や何かしらの関係性を持っている者がい

る教職員は、試験問題の作成、点検に関与しないこととしている。（資料 512-

28～29） 

・一般選抜では、透明性を証明するため、希望者に対し成績開示を行っている。

（資料 512-30） 

・「入学決定に対する疑義申し立て制度」を採用し、2024（令和 6）年度入学者

選抜（2023（令和 5）年度実施）から初めて適用し、入学者決定後速やかに

ホームページ上で疑義申し立て方法等を案内の上、申請受付を行った。（資

料 512-31～33） 

・一般選抜（前期）及び一般選抜（後期）第 1次試験を東京会場で行い、受験

生の利便性を図っている。一般選抜（前期）においては第 1次試験日を 2日

間設け、受験生の受験機会を増やしている。（資料 511-6） 

・受験特別措置 

疾病・負傷や身体障害等により受験上特別な配慮を希望する受験生からの申

請を受け付けており、ホームページ（資料 512-1）、及び募集要項（資料 511-

2～6）にて周知している。 

 

 

 ・オンラインによって入学者選抜を行う場合における公平な受験機会の確保 

（受験者の通信状況の顧慮等） 

 

Ａ 

 ○入学を希望する者への合理的な配慮に基づく公平な入学者選抜の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：一般選抜問題の作成は外部機関と本学出題委員によるダブルチェック体

制とし、入学志願者に親族や何かしらの関係性を持っている者がいる教

職員は試験問題の作成、点検に関与しないこととしている。（資料 512-

27～28） 

     一般選抜では、透明性を証明するため、希望者に対し成績開示を行って

いるが、JACMEにおける評価により部分的適合と指摘され、改善のため

の示唆とされた「入学決定に対する疑義申し立て制度を採用すること

が望まれる。」について、入試委員会において審議、改善した。（資料 512-

29～30） 

     疑義申し立て申請の受付方法等について、入試委員会において審議し

た。（資料 512-31） 

一般選抜（前期）第 1次試験を東京会場で行い、受験生への利便性を図

る。 

      一般選抜（前期）においては第 1次試験日を 2日間設け、加えて一般

選抜（後期）を新規導入し受験生の受験機会を増やす。 

  達成：受験特別措置 

疾病・負傷や身体障害等により受験上特別な配慮を希望する受験生か 

らの申請を受け付けており、それをホームページ（資料 512-1）、募集要

項（資料 511-2～6）にて周知している。 

 

 ・オンラインによって入学者選抜を行う場合における公平な受験機会の確保 

（受験者の通信状況の顧慮等） 

 

Ａ 



25 

 

513 ③適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学生数を収容定員

に基づき適正に管理しているか。 

 

 

 513 ③適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学生数を収容定員

に基づき適正に管理しているか。 

 

 

○入学定員及び収容定員の適切な設定と在籍学生数の管理 

＜学士課程＞ 

・入学定員に対する入学者数比率 

  入学者 125名／入学定員 126名＝0.99（2024（令和 6）年度入試（2023（令

和 5）年度実施）） 

 

 

 

・編入学定員に対する編入学生数比率 

・収容定員に対する在籍学生数比率 

  在籍学生数 755／収容定員 726＝1.04（2024（令和 6）年度）直近 5 年間＝

1.03 

・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

未達：入学定員の欠員 1名は、地域枠選抜合格者の入学辞退によるものであ

り、募集要項において出願資格として「合格した場合、入学を確約で

きる者」と明記し、原則として入学辞退はできないこととしていた

が、当該合格者の本学への入学意志がないことから、当該地域枠対象

県とも協議の上、入学辞退を認めた。このような状況下では、元来、

追加合格により欠員を補充するが、合格基準に達した者が他におら

ず、追加合格を出せなかった。（資料 513-1） 

対応：地域枠は国の認可を要する臨時定員であることから、欠員が生じるこ

とがないよう、募集する入試種別の変更等を入試委員会で検討する。 

未達：収容定員に対する在籍学生比率は、単年・5年間平均ともに前年度とほ

ぼ同水準と未だ高い比率である。 

対応：留年の防止のため、成績不振者に対しての個別対応を強化している（指

導マニュアルあり）。（資料 415-9）※医学部成績判定委員会において確

認 

  

Ｃ 

 ○入学定員及び収容定員の適切な設定と在籍学生数の管理 

＜学士課程＞ 

・入学定員に対する入学者数比率 

  入学者 122名／入学定員 120名＝1.00（2023（令和 5）年度入試（2022（令

和 4）年度実施）） 

  入学者 122名のうち 2名は追試験合格者であり、文部科学省発信の「大学、

短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準附則第 2 項第 1 号」

に基づき、入学者数比率の算定には含まない。（資料 513-1） 

・編入学定員に対する編入学生数比率 

・収容定員に対する在籍学生数比率 

  在籍学生数 743／収容定員 720＝1.03（2023（令和 5）年度）直近 5 年間＝

1.03 

・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成：入学定員に対する入学者数比率は 1.00と適正に管理。 

未達：第 2期で努力課題とされていた収容定員に対する在籍学生比率は、前年

度と比して改善されたものの、5 年間平均では 1.03 であり未だ高い比

率である。 

対応：留年率を低くするため、成績不振者に対しての個別対応の強化（指導

マニュアルあり）。 

Ｃ 

＜修士課程、博士課程、専門職学位課程＞ 

・収容定員に対する在籍学生数比率 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

 ・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応 

 

 ＜修士課程、博士課程、専門職学位課程＞ 

・収容定員に対する在籍学生数比率 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

 ・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応 

 

514 ④学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、

その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

 

 

 514 ④学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、

その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

 

 

○適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学部自己点検・評価委員会が組織され、適切な根拠に基づく点検・評価

が行われた。（資料 413-18～19、417-1） 

Ａ 

 ○適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学部自己点検・評価委員会が組織され、適切な根拠に基づく点検・評価が

行われた。（資料 417-1～2） 

Ａ 



26 

 

・入試委員会において、入試種別ごとに検証した。（資料 512-7、514-1～3） 

  

・入試委員会において、入試種別ごとに検証。（資料 514-1～4） 

○点検・評価結果に基づく改善・向上 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

  達成： 

・入試委員会において入学者のストレート卒業・国試合格調査や卒業後の進路

状況を検証し、現行の各入学者選抜の適切性を確認した。 

・2024（令和 6）年度入学者選抜（2023（令和 5）年度実施）において一般選

抜（前期）で募集した埼玉県及び茨城県地域枠については、2025（令和 7）

年度入学者選抜（2024（令和 6）年度実施）において学校推薦型選抜（指定

校制）に移行した。（資料 514-3） 

・大学入学共通テスト利用選抜を廃止し、一般選抜（後期）の募集人員を前年

度から 5名増員して 15名とした。（資料 514-4～5） 

  対応： 

・入試検討委員会及び入試委員会において、選抜内容等について検討し改善を

図る。（資料 514-6） 

・教学ＩＲセンターから提供される、ＭＭＩを含む各選抜方法と入学後の成績

（第 1学年末平均点）の相関分析資料に基づき、入試委員会において各選抜

の適切性を検証している。（資料 514-2） 

・入試問題の作成は、入試委員会に問題作成委員や論文委員などの専門委員を

置き、役割を明確にしている。また、一般選抜における科目試験問題の作成

は、外部委託して専門委員の負担軽減を図っている。（資料 512-16） 

 

 

Ａ 

 ○点検・評価結果に基づく改善・向上 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

  達成：入試委員会において入学者のストレート卒業・国試合格調査や卒業後の

進路状況を検証し、現行の各入学者選抜の適切性を確認した。 

 一般選抜（前期）において、埼玉県、茨城県、新潟県地域枠、各県 2名

の募集人員により新規導入した。（資料 514-5） 

     大学入学共通テスト利用選抜の募集人員を 5 名減員し、一般選抜の募

集人員を 5名増員。更に一般選抜を前後期に分離し、一般選抜（後期）

を 10名の募集人員により新規導入した。（資料 512-30、514-5） 

  対応：入試検討委員会及び入試委員会において選抜内容等について検討し改

善を図る。（資料 514-6） 

   

 

Ａ 
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２．根拠資料（名称） 

 

2024（令和 6）年度  2023（令和 5）年度 

項目№ 資料番号 根拠資料の名称  項目№ 資料番号 根拠資料の名称 

511 1 

アドミッション・ポリシー  

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/admission.html  

※現在、上記 URLのアクセス先は令和 7年度版に内容更新済み 

 

511 1 

学生の受け入れ方針[ホームページ][医学部][受験生の皆さん][アドミッシ

ョンポリシー]  

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/admission.html 

511 2 令和 7年度医学部総合型選抜募集要項  511 2 令和 6年度医学部総合型選抜募集要項 

511 3 令和 7年度医学部学校推薦型選抜（公募（地域特別枠））募集要項  511 3 令和 6年度医学部学校推薦型選抜（公募（地域特別枠））募集要項 

511 4 令和 7年度医学部学校推薦型選抜（指定校制）募集要項 
 

511 4 
令和 6年度医学部学校推薦型選抜（指定校制・指定校制（栃木県地域枠））

募集要項 

511 5 令和 7年度医学部学校推薦型選抜（系列校）募集要項  511 5 令和 6年度医学部学校推薦型選抜（系列校）募集要項 

511 6 
令和 7年度医学部一般選抜（前期）・栃木県地域枠・新潟県地域枠・一般選

抜（後期）募集要項 

 
511 6 

令和 6年度医学部共通テスト利用・一般・地域枠選抜募集要項 

511 7 2025年医学部大学案内（パンフレット）  511 7 2024年医学部大学案内（パンフレット） 

    511 8 3ポリシー関連図表 

512 1 
大学ホームページ（受験生の皆さん） 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/ 

 
512 1 

[ホームページ][医学部][受験生の皆さん] 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/ 

512 2 医学部広報  512 2 医学部広報 

512 3 医学部進学相談会  512 3 医学部進学相談会 

512 4 医学部学校推薦型選抜関連進路指導部教員との懇談会  512 4 医学部学校推薦型選抜関連進路指導部教員との懇談会 

512 5 令和 6年度医学部オープンキャンパス、オンライン講義・講話実施要領  512 5 令和 5年度医学部オープンキャンパス、オンライン講義・講話 

512 6 大学祭における医学部在学生による個別相談  512 6 大学祭における医学部在学生による個別相談 

512 7 令和 7年度第 1回医学部入試委員会議事要録（令和 6年 4月 22日開催）  512 7 令和 6年度第 1回医学部入試委員会議事要録（令和 5年 4月 10日開催） 

512 8 
獨協中学・高等学校及び獨協埼玉中学高校と獨協医科大学との高大連携協力

に関する覚書 

 
512 8 

獨協中学・高等学校及び獨協埼玉中学高校と獨協医科大学との高大連携協

力に関する覚書 

512 9 令和 6年度第 1回獨協学園高大接続ＷＧ協議会議事要録  512 9 令和 5年度第 1回獨協学園高大接続 WG協議会議事要録 

512 10 令和 6年度第 2回獨協学園高大接続ＷＧ協議会議事要録  512 10 令和 5年度第 2回獨協学園高大接続 WG協議会議事要録 

512 11 令和 6年度獨協学園高大接続合同研修会議事要録  512 11 令和 5年度獨協学園高大接続合同研修会議事要録 

512 12 
令和 6年度獨協学園（獨協中学高等学校・獨協埼玉中学高等学校）高大接続

関係実績（模擬講義・入学前教育） 

 
512 12 

令和 5年度獨協学園（獨協中学高等学校・獨協埼玉中学高等学校）高大接

続関係実績（模擬講義・入学前教育） 

512 13 獨協医科大学 Ｓｕｍｍｅｒ ｓｅｍｉｎａｒ 2024実施報告書     

512 14 医学部奨学金概要（令和 6年度）  512 13 医学部奨学金概要（令和 5年度） 

512 15 入学一時金減免規程  512 14 入学一時金減免規程 

512 16 医学部入試委員会規程  512 15 医学部入試委員会規程 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/admission.html
https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/admission.html
https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/
https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/exam/
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512 17 入試日程と実施状況（2024年度）  512 16 入試日程と実施状況（2023年度） 

512 18 令和 7年 3月獨協学園理事会議事録  512 17 令和 6年 3月獨協学園理事会議事録 

512 19 医学部総合型選抜面接委員の編成  512 18 医学部総合型選抜面接委員の編成 

512 20 医学部学校推薦型選抜（公募（地域特別枠））面接委員の編成  512 19 医学部学校推薦型選抜（公募（地域特別枠））面接委員の編成 

512 21 医学部学校推薦型選抜（指定校制・系列校 1日目）面接委員の編成  512 20 医学部学校推薦型選抜（指定校制・系列校 1日目）面接委員の編成 

512 22 医学部学校推薦型選抜（系列校 2日目）面接委員の編成  512 21 医学部学校推薦型選抜（系列校 2日目）面接委員の編成 

512 23 医学部一般選抜（前期）第 2次試験面接委員の編成  512 22 医学部一般選抜（前期）第 2次試験面接委員の編成 

512 24 医学部一般選抜（後期）第 2次試験面接委員の編成  512 23 医学部共通テスト利用・一般選抜（後期）第 2次試験面接委員の編成 

512 25 面接委員の留意事項  512 24 面接委員の留意事項 

512 26 医学部学校推薦型選抜面接委員の秘密保持に関する誓約書  512 25 医学部学校推薦型選抜面接委員の秘密保持に関する誓約書 

512 27 医学部一般選抜第 2次試験面接委員の秘密保持に関する誓約書 
 

512 26 
医学部共通テスト利用・一般選抜第 2次試験面接委員の秘密保持に関する

誓約書 

512 28 入試問題に関する留意事項  512 27 入試問題に関する留意事項 

512 29 入試問題点検委員の秘密保持に関する誓約書  512 28 入試問題点検委員の秘密保持に関する誓約書 

512 30 成績開示申請書  512 29 成績開示申請書 

512 31 令和 5年度第 14回入試委員会議事要録（令和 5年 3月 13日開催）  512 30 令和 5年度第 14回入試委員会議事要録（令和 5年 3月 13日開催） 

512 32 令和 6年度第 12回入試委員会議事要録（令和 6年 1月 15日開催）  512 31 令和 6年度第 12回入試委員会議事要録（令和 6年 1月 15日開催） 

512 33 医学部入学者選抜に係る疑義申し立てについて     

513 1 令和 5年度原議書［獨医大学（入）第 36号］（令和 6年 3月 5日決裁）  513 1 大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準 

514 1 追跡調査資料  514 1 追跡調査資料 

514 2 第 1学年末平均点と入試成績の相関係数の比較資料  514 2 第 1学年末平均点と入試成績の相関係数の比較資料 

514 3 令和 7年度第 8回入試委員会議事要録（令和 6年 11月 12日開催）  514 3 令和 6年度第 2回入試委員会議事要録（令和 5年 5月 8日開催） 

514 4 
令和 7年度医学部共通テスト利用選抜の廃止について（医学部入試検討委

員会持ち回り審議） 

 
514 4 令和 6年度第 9回入試委員会議事要録（令和 5年 11月 14日開催） 

514 5 令和 5年度原議書［獨医大学（入）第 33号］（令和 6年 2月 14日決裁）  514 5 令和 4年度第 2回医学部入試検討委員会議事録（令和 5年 1月 20日開催） 

514 6 令和 7年度（令和 6年度実施）医学部入学者選抜の変更点  514 6 令和 6年度（令和 5年度実施）医学部入学者選抜の変更点 
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医学部自己点検・評価報告書 

基準７ 学生支援 

 

１．自己点検・評価結果（評定） 

  ※自己点検・評価基準を参照し、「自己評価」欄に「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」の４段階で記入。 

Ａ：ほぼ完全にできている（90点以上）、Ｂ：合格点だが改善の余地あり（60〜90点） 

Ｃ：もう少しで及第点（40〜60点）、Ｄ：全くできていないか抜本的な改善が必要（0〜40点） 

2024（令和 6）年度  2023（令和 5）年度 

項目 

No. 

点検・評価項目 自己 

評価 

 項目 

No. 

点検・評価項目 自己 

評価 評価の視点  評価の視点 

711 ①学生が学習に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、学生支援に

関する大学としての方針を明示しているか。 

 

 

 711 ①学生が学習に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、学生支援に

関する大学としての方針を明示しているか。 

 

 

○大学の理念・目的、入学者の傾向等を踏まえた学生支援に関する大学としての

方針の適切な明示 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・2024（令和 6）年度大学運営に関する基本方針の中で明示している。（資料

711-1） 

・生活支援や進路支援などは、2020（令和 2）年 11 月開催学生生活委員会に

おいて「獨協医科大学における学生支援に関する方針」を検討し、2021（令

和 3）年 4月 1日に制定した。なお、大学ホームページの情報公表において

掲載している。（資料 711-2） 

 

Ａ 

 ○大学の理念・目的、入学者の傾向等を踏まえた学生支援に関する大学としての

方針の適切な明示 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・2023（令和 5）年度大学運営に関する基本方針の中で明示している。（資料

711-1） 

・生活支援や進路支援などは、2020（令和 2）年 11 月開催学生生活委員会に

おいて「獨協医科大学における学生支援に関する方針」を検討され、2021（令

和 3）年 4月 1日に制定した。なお、大学ホームページの情報公表において

掲載している。（資料 711-2） 

 

Ａ 

712 ②学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制は整備されてい

るか。また、学生支援は適切に行われているか。 
 

 

 712 ②学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制は整備されてい

るか。また、学生支援は適切に行われているか。 
 

 

○学生支援体制の適切な整備 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・教学マネジメント委員会の設置。（資料 712-1） 

  ・医学部学生生活委員会の設置。（資料 712-2） 

  ・学生支援に関する各種センター等の設置（教育支援センター、国際協力・支

援センター、情報基盤センター）。（資料 712-3） 

  ・2024（令和 6）年度医学部学生生活役職者（資料 712-4） 

  ・2024（令和 6）年度医学部学年担任・副担任制実施要領（第 1学年 統括担

任 1名 担任 17名 副担任 5名 第 2学年 担任 5名 副担任 5名 第 3

学年 担任 4名 第 4学年～第 6学年 担任各学年 3名が配置）（資料 712-

5） 

  ・テューター制度の導入。（資料 712-6～7） 

  ・2024（令和 6）年度医学部学生生活のしおりの発行及びホームページへの掲

載。（資料 412-3） 

Ｂ 

 ○学生支援体制の適切な整備 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・教学マネジメント委員会の設置。（資料 712-1） 

  ・医学部学生生活委員会の設置。（資料 712-2） 

  ・学生支援に関する各種センター等の設置（教育支援センター、国際協力・支

援センター、情報基盤センター）。（資料 712-3） 

  ・2023（令和 5）年度医学部学生生活役職者（資料 712-4） 

  ・2023（令和 5）年度医学部学年担任・副担任制実施要領（第 1学年 統括担

任 1名 担任 16名 副担任 5名 第 2学年 担任 5名 副担任 5名 第 3

学年 担任 4名 第 4学年～第 6学年 担任各学年 3名が配置）(資料 712-

5) 

  ・テューター制度の導入。（資料 712-6～8） 

  ・2023（令和 5）年度医学部学生生活のしおりの発行及びホームページへの掲

載。（資料 412-3） 

Ｂ 
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  ・2024（令和 6）年度学生生活実態調査の実施。（資料 712-8） 

  ・関記念学生館（女子寮）の運営。（資料 712-9～10） 

・医学部学生支援相談窓口を設置し、教員の他、学生（学生サポーター）を

相談員の一員に位置付け、2022（令和 4）年度より運用を開始している。

（資料 712-11～12） 

対応： 

・2025（令和 7）年度から、第 2学年から第 6学年の担任を増員（第 2学

年：担任 5名→10名、第 3学年：担任 4名→10名、第 4学年～第 6学年：

担任各学年 3名→各学年 4名）し、各年次における支援体制を強化するこ

とを決定した。（資料 712-13） 

  ・2023（令和 5）年度学生生活実態調査の実施。（資料 712-9） 

  ・関記念学生館（女子寮）の運営。（資料 712-10～11） 

 

未達： 

  ピアサポートセンターの設置などピアサポート体制の構築。 

  対応： 

  医学部学生支援相談窓口を設置する。教員の他、学生（学生サポーター）を

相談員の一員に位置付けている。（2022（令和 4）年度より運用開始）（資料

712-12～13） 

○学生の修学に関する適切な支援の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・学生の能力に応じた補習教育、補充教育 

達成： 

・自由選択科目の開設。（資料 712-14） 

・ＣＯＶＩＤ－19 の影響により第 6 学年の国家試験対策夏合宿は実施を見送

り、冬合宿は学内で宿泊を伴わない形式で実施した。（資料 712-15） 

・ナイター（少人数セミナー）の実施。（資料 712-16） 

・正課外教育 

達成： 

・大学コンソーシアムとちぎに参画。（資料 712-17） 

・ＥＣＬ（Ｅｎｇｌｉｓｈ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｌｏｕｎｇｅ）の設置。学

生食堂棟 2階ロビーに移転し、学生が利用しやすくした。また、ホームペー

ジを作成した。（資料 712-18～19） 

 ・自宅等の個々の場所で学習する学生からの相談対応、その他学習支援 

  達成： 

  ＰＤＦ資料の配付や講義収録動画を視聴するためのＬＭＳ（Ｍｏｏｄｌｅ）の

使用法等についてサポートを行うことを目的に、マニュアルを作成、配付して

いる他、専用メールアドレスを開設し、学生からの相談に対応している。（資

料 712-20） 

 ・オンライン教育を行う場合における学生の通信環境への配慮（通信環境確保

のための支援、授業動画の再視聴機会の確保など） 

  達成： 

  大教室で学年全員が受ける授業については、収録を行い、自主学習用として

後日ＬＭＳ上で配信している。（資料 413-11）   

・留学生等の多様な学生に対する修学支援 

達成： 

国際協力・支援センター内に、「日独連携推進室」「国際交流支援室」を設置。

なお、2025（令和 7）年度に教育開発・国際交流センターの国際交流部門と

して組織改編を行う。（資料 712-21） 

・障がいのある学生に対する修学支援 

達成： 

Ａ 

 ○学生の修学に関する適切な支援の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・学生の能力に応じた補習教育、補充教育 

達成： 

・自由選択科目の開設。（資料 712-14） 

・ＣＯＶＩＤ－19 の影響により第 6 学年の国家試験対策夏合宿は実施を見送

り、冬合宿は学内で宿泊を伴わない形式で実施した。（資料 712-15） 

・ナイター（少人数セミナー）の実施。（資料 712-16） 

・正課外教育 

達成： 

・大学コンソーシアムとちぎに参画。（資料 712-17） 

・ＥＣＬ（Ｅｎｇｌｉｓｈ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｌｏｕｎｇｅ）の設置。学

生食堂棟 2 階ロビーに移転し、学生が利用しやすくした（ホームページ作

成）。（資料 712-18～19） 

 ・自宅等の個々の場所で学習する学生からの相談対応、その他学習支援 

  達成： 

  ＰＤＦ資料の配付や講義収録動画を視聴するためのＬＭＳ（Ｍｏｏｄｌｅ）の

使用法等についてサポートを行うことを目的に、マニュアルを作成、配付して

いる他、専用メールアドレスを開設し、学生からの相談に対応している。（資

料 712-20） 

 ・オンライン教育を行う場合における学生の通信環境への配慮（通信環境確保

のための支援、授業動画の再視聴機会の確保など） 

  達成： 

  大教室で学年全員が受ける授業については、収録を行い、自主学習用として

後日ＬＭＳ上で配信している。（資料 413-11） 

   

・留学生等の多様な学生に対する修学支援 

達成： 

国際協力・支援センター内に、「日独連携推進室」「国際交流支援室」を設置。

（資料 712-21） 

・障がいのある学生に対する修学支援 

達成： 

Ａ 
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・大学構内に一部、手すり、スロープ、障がい者用トイレ、障がい者用エレベ

ーターの設置（2024（令和 6）年度現在、障がい者の在籍無し）。 

・障がいのある学生に対する修学支援に関する基本方針（資料 711-2） 

・成績不振の学生の状況把握と指導 

達成： 

・成績不振学生の基準設定及び個別指導の実施。（資料 415-9） 

・2024（令和 6）年度新旧合同学年担任会議の開催。（資料 712-22） 

・2024（令和 6）年度各学年担任会議の開催。（資料 712-23） 

・医学部教授会において、各学期末の追・再試験該当者判定結果（資料 712-

24）、進級判定会議資料（資料 712-25）、出欠調査（資料 712-26）、除籍対

象者一覧表（資料 712-27）を各講座に周知しており、教員が学生指導に活

用している。 

・全学生の進級状況一覧表を作成しており、医学部成績判定委員会における

判定資料等として活用している。（資料 712-28） 

・医学部における成績不振学生のサークル・愛好会活動に係る取扱要領の策

定。（資料 712-29） 

・ｅ－ポートフォリオ（Ａｃｔｉｖｅ Ａｃａｄｅｍｙ）の活用。（資料 415-

11） 

 

・留年者及び休学者の状況把握と対応 

達成： 

・担任又はテューターによる本人・保護者との面談。（資料 415-9、712-30） 

・医学部成績判定委員会及び医学部教授会での審議。（資料 417-5、712-31） 

・進級状況一覧表及び除籍対象者一覧表の活用。 

 

・退学希望者の状況把握と対応 

達成： 

・担任又はテューターによる本人・保護者との面談。（資料 415-9、712-30） 

・医学部成績判定委員会及び医学部教授会での審議。（資料 417-5、712-31） 

・進級状況一覧表及び除籍対象者一覧表の活用。 

 

・奨学金その他の経済的支援の整備 

達成： 

・本学独自の奨学金の制定。（資料 712-32） 

・外部機関による奨学金制度の募集。（資料 712-33） 

  ・2024（令和 6）年度日本学生支援機構奨学金に関する周知をオリエンテーシ

ョンで実施。（資料 712-34） 

 ・授業その他の費用や経済的支援に関する情報提供 

  達成： 

  ・学生課窓口に奨学金／就職・セミナーの案内ファイルを備置き、更に専用掲

示板を設置し、自由に閲覧できるようにしている。 

 

・大学構内に一部、手すり、スロープ、障がい者用トイレ、障がい者用エレベ

ーターの設置（2022（令和 4）年度現在、障がい者の在籍無し）。 

・障がいのある学生に対する修学支援に関する基本方針(資料 712-22) 

・成績不振の学生の状況把握と指導 

達成： 

・成績不振学生の基準設定及び個別指導の実施。（資料 415-7～8） 

・2023（令和 5）年度新旧合同学年担任会議の開催。（資料 712-23） 

・2023（令和 5）年度各学年担任会議の開催。（資料 712-24） 

・各学期末における追・再試験該当者判定結果の活用。（資料 712-25） 

・進級判定会議資料の活用。（資料 712-26） 

・出欠調査の活用。（資料 712-27） 

・進級状況一覧表の活用。（資料 712-28） 

・除籍対象者一覧表の活用。（資料 712-29） 

・医学部における成績不振学生のサークル・愛好会活動に係る取扱要領(資料

712-30) 

・ｅ-ポートフォリオ（Ａｃｔｉｖｅ Ａｃａｄｅｍｙ）の活用。（資料 712-

31） 

・大学病院エリアの無線ＬＡＮ整備の推進 

 

・留年者及び休学者の状況把握と対応 

達成： 

・担任もしくはテューターによる本人・保護者との面談。 

・医学部教務委員会及び医学部教授会での審議。（資料 712-32） 

・進級状況一覧表の活用。（資料 712-28） 

・除籍対象者一覧表の活用。（資料 712-29） 

・退学希望者の状況把握と対応 

達成： 

・担任もしくはテューターによる本人・保護者との面談。 

・医学部教務委員会及び医学部教授会での審議。（資料 712-32） 

・進級状況一覧表の活用。（資料 712-28） 

・除籍対象者一覧表の活用。（資料 712-29） 

・奨学金その他の経済的支援の整備 

達成： 

・本学独自の奨学金の制定。（資料 712-33） 

・外部機関による奨学金制度の募集。（資料 712-34） 

  ・2023（令和 5）年度日本学生支援機構奨学金に関する周知をオリエンテーシ

ョンで実施。（資料 712-35） 

 ・授業その他の費用や経済的支援に関する情報提供 

  達成： 

  ・学生課窓口に奨学金/就職・セミナーの案内ファイルを設置及び専用掲示板

を設置し、自由に閲覧できるようにしている。  
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○学生の生活に関する適切な支援の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・学生の相談に応じる体制の整備 

達成： 

・担任、テューター、医学部学生支援相談窓口及び事務窓口（教務課、学生課）

での相談体制の構築。（資料 712-11） 

・保健センター内にカウンセリングルームを設置。オンライン面談を設けた。

（資料 712-35～36） 

・ハラスメント（アカデミック、セクシュアル、モラル等）防止のための体制

の整備 

達成： 

・ハラスメント防止に関するガイドライン・規程の制定及び委員会・相談窓口

の設置。（資料 712-37～40） 

・医学部学生生活のしおり及びホームページへの掲載。（資料 712-41） 

・新入生オリエンテーションでの指導。（資料 712-34） 

・学生の心身の健康、保健衛生及び安全への配慮 

達成： 

・保健センターによる定期健康診断及び各種予防接種の実施並びに健康管理

の助言・指導。（資料 712-42～44） 

・新入生全員に対するこころの健康調査の実施及び検査結果を踏まえた面談

の実施。（資料 712-45） 

・モーニングセミナーの実施。（資料 712-46） 

1年生を対象として、5月に週 1回で 3回、授業開始前の時間帯（8：30～8：

50）を利用し、研究、社会貢献、国際交流などを通じて活躍している多様な

在校生や研修医の講演を通じて新入生が大学生活をデザインするためのロ

ールモデルを示す。 

・新型コロナウイルス感染症を踏まえて、「新型コロナウイルス感染対策に係

る学生の授業出席可否等の基準」を作成している。（資料 712-47） 

・学生のアルバイトについて、申請制度を取り内容を見極め許可している。

（資料 712-48） 

 

 ・人間関係構築につながる措置の実施（学生の交流機会の確保等） 

達成： 

・1年生を対象として、グループ討議（学生同士が一つのテーマについて意見

を伝えたり、他者の意見を聞いたり）、レクリエーションを通じてお互いの

ことを知り親睦を深める機会を設けている。（資料 712-46） 

Ａ 

 ○学生の生活に関する適切な支援の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

・学生の相談に応じる体制の整備 

達成： 

・担任、テューター、医学部学生支援相談窓口及び事務窓口（教務課、学生課）

での相談体制の構築。（資料 712-12） 

・保健センター内にカウンセリングルームを設置。オンライン面談を設けた。

（資料 712-36～37） 

・ハラスメント（アカデミック、セクシュアル、モラル等）防止のための体制

の整備 

達成： 

・ハラスメント防止に関する規程の制定・委員会・相談窓口の設置。（資料 712-

38） 

・医学部学生生活のしおりへの掲載及びホームページへの掲載。（資料 412-3） 

・新入生オリエンテーションでの指導。（資料 712-35） 

・学生の心身の健康、保健衛生及び安全への配慮 

達成： 

・保健センターによる定期健康診断及び各種予防接種の実施並びに健康管理

の助言・指導。（資料 712-39～41） 

・新入生全員に対するこころの健康調査の実施及び検査結果を踏まえた面談

の実施。（資料 712-42） 

・モーニングセミナーの実施（資料 712-43） 

1年生を対象として、5月に週 1回で 3回、授業開始前の時間帯（8：30～8：

50）を利用し、研究、社会貢献、国際交流などを通じて活躍している多様な

在校生や研修医の講演を通じて新入生が大学生活をデザインするためのロ

ールモデルを示す。学生の通学の状況を配慮し、参加できないもののために

講演の様子をビデオ撮影する。 

・新型コロナウイルス感染拡大に伴い、「新型コロナウイルス感染対策に係る

学生の授業出席可否等の基準」を作成している。（資料 712-44） 

・学生のアルバイトについて、申請制度を取り内容を見極め許可している。

（資料 712-45） 

 ・人間関係構築につながる措置の実施（学生の交流機会の確保等） 

 

達成： 

・1年生を対象として、グループ討議（学生同士が一つのテーマについて意

見を伝えたり、他者の意見を聞いたり）、レクリエーションを通じてお互い

のことを知り親睦を深めた。（資料 712-46） 

Ａ 

○学生の進路に関する適切な支援の実施 

 ・キャリア教育の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

Ａ 

 ○学生の進路に関する適切な支援の実施 

 ・キャリア教育の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

Ａ 
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・臨床の教員（副担任）による学生の見学や模擬体験をすることにより、医師

になるためのモチベーションをサポートする。（資料 712-49） 

・「これからの時代を生き抜くための医師のキャリアプラン」において、ロー

ルモデルとなる現職の教授や、米国で活躍する卒業生からの講義を通して、

学生が自身のキャリアプランを明確化するための講義を行っている。（資料

413-25） 

・学生のキャリア支援を行うための体制(キャリアセンターの設置等)の整備 

達成： 

・医師国家試験サポート委員会を設置し、在校生及び卒業生のキャリア支援を

行っている。（資料 712-6、712-50） 

・医学部生は、厚労省による医師臨床研修マッチング制度により就職活動を行

っており、医学部学生支援相談窓口を設置している（2022（令和 4）年度よ

り運用開始）。病院見学に当たっては、推薦書を発行。（712-11、712-51） 

・進路選択に関わる支援やガイダンスの実施 

達成： 

・臨床研修センターによる本学病院の臨床研修体制や将来のキャリア形成に

資する説明会の開催。 

  ・グローバル化への対応として、国際交流支援室で、外国の大学への進学、Ｗ

ＨＯでのインターン研修希望者へのサポート及び外国医師国家試験（ＥＣ

ＦＭＧ等）受験、外国医療機関への就職のための書類作成等を行っている。

（資料 712-52） 

 ・博士課程における、学識を教授するために必要な能力を培うための機会の設

定又は当該機会に関する情報提供 

達成： 

医師以外の様々な働き方について学び、学生自身のキャリア形成を支援する

ことを目的に、弁護士や厚生労働省の医系技官経験者による講義を「メディ

カル・プロフェッショナリズムⅣ」で実施している。（資料 413-22） 

・臨床の教員（副担任）による学生の見学や模擬体験をすることにより、医師

になるためのモチベーションをサポートする。（資料 712-47） 

 

 

 

 

・学生のキャリア支援を行うための体制(キャリアセンターの設置等)の整備 

達成： 

・医師国家試験サポート委員会・医学部国試検討委員会の設置。（資料 712-48） 

・医学部生は、厚労省による医師臨床研修マッチング制度により就職活動を行

っており医学部学生支援相談窓口を設置している。（2022（令和 4）年度より

運用開始）病院見学に当たっては、推薦書の発行。（資料 712-13、712-49） 

 

・進路選択に関わる支援やガイダンスの実施 

達成： 

・臨床研修センターによる本学病院の臨床研修体制や将来のキャリア形成に

資する説明会の開催。 

  ・グローバル化への対応として、国際交流支援室で、外国の大学への進学、Ｗ

ＨＯでのインターン研修希望者へのサポート及び外国医師国家試験（ＥＣ

ＦＭＧ等）受験、外国医療機関への就職のための書類作成等を行っている。

（資料 712-50） 

 ・博士課程における、学識を教授するために必要な能力を培うための機会の設

定又は当該機会に関する情報提供 

達成： 

医師以外の様々な働き方について学び、学生自身のキャリア形成を支援する

ことを目的に、弁護士や厚生労働省の医系技官経験者による講義を「メディ

カル・プロフェッショナリズムⅣ」で実施している。（資料 413-24） 

○学生の正課外活動（部活動等）を充実させるための支援の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・学友会（学生の自治会）への学友会 3部長（主任教授からなる総務部長、文

化部長、体育部長）による協力及び助言。（資料 712-53） 

・2024（令和 6）年度学友会援助金の交付。（資料 712-54） 

・学生部長及び学友会 3部長による、各サークル幹部学生（主将・副主将）と

の会議の実施。（資料 712-55）  

Ａ 

 ○学生の正課外活動（部活動等）を充実させるための支援の実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・学友会（学生の自治会）への学友会 3部長（主任教授からなる総務部長、文

化部長、体育部長）による協力及び助言。（資料 712-51） 

・2023（令和 5）年度学友会援助金の交付。（資料 712-52） 

・学生部長及び学友会 3部長による、各サークル幹部学生（主将・副主将）に

対する指導の会議の実施。（資料 712-53）  

 

Ａ 

○その他、学生の要望に対応した学生支援の適切な実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学部学生生活委員会を毎月開催し、学生支援を含む学生生活全般につい

て、報告・審議している。（資料 712-2） 

  ・学生の代表及び学友会 3部長による、学友会協議会の開催。（資料 712-56） 

  ・学生総会開催への協力。（資料 712-57） 

対応： 

Ｂ 

 ○その他、学生の要望に対応した学生支援の適切な実施 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学部学生生活委員会を毎月開催し、学生支援を含む学生生活全般につい

て、報告・審議している。（資料 712-2） 

  ・学生の代表及び学友会 3部長による、学友会協議会の開催。（資料 712-54） 

  ・学生総会開催への協力。（資料 712-55） 

対応： 

Ｂ 
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・要望のあるグループ学習部屋の増設など、現状では対応が困難なものについ

ては、創立 50周年記念事業による総合教育研究棟の建設により改善を図る

計画である。 

対応： 

・30周年記念館内トレーニングルームの施設・設備の整備。（資料 712-58）  

要望のあるグループ学習部屋の増設など、現状では対応が困難なものについて

は、創立 50周年記念事業による総合教育研究棟（仮称）の建設により改善を

図る計画である。 

対応： 

30周年記念館内トレーニングルームの施設・設備の整備。（資料 712-56）  
713 ③学生支援の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

 

 

 713 ③学生支援の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

 

 

○適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学部自己点検・評価委員会が組織され、適切な根拠に基づく点検・評価が

行われた。（資料 413-18～19、417-1） 

・学生総会による要望や以下に示す各種アンケート結果等により状況を把握。 

学生生活実態調査（資料 712-8） 

   卒業時アンケート（資料 416-3） 

   卒業後アンケート（資料 416-5） 

・2024（令和 6）年度医学部卒業生の就職先事業所・指導医に対するニーズ調

査を実施し、ＤＰ（卒業認定・学位授与の方針）に照らし、本学卒業生の学

修成果等に関するアンケートや大学在学中に実施して欲しい教育内容・教育

方法等の意見を収集している。（資料 416-6～7） 

・内部質保証システムのＰＤＣＡサイクルにおいて、ＩＲ情報に基づいて、学

生支援の改善・向上に取り組んでいる。（資料 413-16～17、414-13） 

対応： 

ホームページや学内刊行物への掲載を通したフィードバック。 

Ａ 

 ○適切な根拠（資料、情報）に基づく定期的な点検・評価 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・医学部自己点検・評価委員会が組織され、適切な根拠に基づく点検・評価が

行われた。（資料 417-1～2） 

・学生総会による要望や以下に示す各種アンケート結果等により状況を把握。 

・学生生活実態調査（資料 712-9（問 27）） 

  ・卒業時アンケート 

  ・卒業後アンケート 

・2023（令和 5）年度医学部卒業生の全就職先 62 事業所に対し、人材ニーズ

アンケート調査を実施し医学部におけるディプロマ・ポリシー（卒業認定・

学位授与の方針）に照らし、本学卒業生の医学知識・臨床能力・学修能力・

社会的視野等に関わる到達度や大学在学中に実施して欲しい教育内容・教育

方法等の意見を回答いただき、教授会へ報告した。(資料 713-1～2) 

対応： 

ホームページや学内刊行物への掲載を通したフィードバック。 

 

Ａ 

○点検・評価結果に基づく改善・向上 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

・以下に示す委員会及び部署等により検討し、可能なものに対して改善を図っ

ている。 

  医学部学生生活委員会（医学部学生支援相談窓口の設置）（資料 712-2） 

医師国家試験サポート委員会（資料 712-6） 

学年担任・副担任会（各担任・副担任が受け持ち学生と個人面談を行い指

導している）（資料 712-23） 

サークル主将会議（資料 712-55） 

・2024（令和 6）年度から、医学部学生生活委員会に各学年１名の学生委員を

参画させ、学生委員から自主的な活動についての報告や提案ができる仕組み

を構築した。（資料 712-2） 

対応： 

・2025（令和 7）年度から、第 2学年から第 6学年の担任を増員（第 2学年：

担任 5名→10名、第 3学年：担任 4名→10名、第 4学年～第 6学年：担任各

学年 3名→各学年 4名）し、各年次における支援体制の強化及び担任の負担

軽減を図る。（資料 712-13） 

Ａ 

 ○点検・評価結果に基づく改善・向上 

（達成されていること、されていないこと 箇条書き） 

達成： 

以下に示す委員会及び部署等により検討し、可能なものに対して改善を図って

いる。 

   医学部学生生活委員会（医学部学生支援相談窓口の設置）（資料 712-2） 

   医師国家試験サポート委員会（資料 712-6） 

学年担任・副担任会（第 1学年（統括担任 1名、担任 15名、副担任 5名）、

第 2学年（担任 5名）、第 3学年（担任 4名）、第 4～6学年（担任各 3名）

の各担任・副担任が受け持ち学生と個人面談を行い指導をしている）（資料

712-24） 

    サークル主将会議（712-53） 

 

 

 

 

 

Ａ 
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２．根拠資料（名称） 

2024（令和 6）年度  2023（令和 5）年度 

項目№ 資料番号 根拠資料の名称  項目№ 資料番号 根拠資料の名称 

711 1 令和 6年度大学運営に関する基本方針  711 1 令和 5年度大学運営に関する基本方針 

711 2 学生支援に関する方針 
 

711 2 
獨協医科大学における学生支援に関する方針 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/academy/philosophy_03.pdf 

712 1 獨協医科大学教学マネジメント委員会規程  712 1 教学マネジメント委員会規程 

712 2 獨協医科大学医学部学生生活委員会規程  712 2 医学部学生生活委員会規程 

712 3 
教育研究組織等 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/ 

 
712 3 

医学部構成（センター等） 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dusm/organization/ 

712 4 令和 6年度医学部学生生活関係役職者  712 4 令和 5年度医学部学生生活関係役職者 

712 5 医学部学年担任・副担任制実施要領  712 5 医学部学年担任・副担任制実施要領 

712 6 令和 6年度医師国家試験サポート委員会年間活動概要  712 6 令和 5年度医師国家試験サポート委員会年間活動概要 

712 7 テューター該当学生に対する面談実施のお願い  712 7 令和 5年度第 5学年テューター該当者 

    712 8 令和 5年度第 6学年テューター該当者 

712 8 令和 6年度学生生活実態調査結果  712 9 令和 5年度学生生活実態調査結果 

712 9 獨協医科大学関記念学生館規程  712 10 獨協医科大学関記念学生館規程 

712 10 獨協医科大学関記念学生館利用に関する細則  712 11 獨協医科大学関記念学生館利用に関する細則 

712 11 医学部学生支援体制  712 12 医学部学生支援体制 

712 12 医学部学生支援相談窓口運用要領  712 13 医学部学生支援相談窓口運用要領 

712 13 第 10回医学部学生生活委員会議事要録（抜粋）     

712 14 
令和 6年度自由選択科目履修要覧 

https://dept.dokkyomed.ac.jp/dep-m/syllabus/2024/extra/ 

 
712 14 

令和 5年度自由選択科目関係資料 

https://dept.dokkyomed.ac.jp/dep-m/syllabus/2023/extra/ 

712 15 令和 6年度第 6学年国試対策冬期合宿スケジュール  712 15 令和 5年度第 6学年国試対策冬期合宿スケジュール 

712 16 令和 6年度ナイター（少人数セミナー）関係資料  712 16 令和 5年度ナイター（少人数セミナー）関係資料 

712 17 令和 6年度大学コンソーシアムとちぎ関係資料  712 17 令和 5年度大学コンソーシアムとちぎ関係資料 

712 18 

ＥＣＬホームページ 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/facility/international/ecl

.html 

 

712 18 ＥＣＬ2023ポスター 

712 19 
ＥＣＬ2024実施状況 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/academy/ECL.pdf? 

 
712 19 

ＥＣＬ2023実施状況 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/academy/ECL.pdf? 

712 20 ＬＭＳ学生用マニュアル  712 20 ＬＭＳ学生用マニュアル 

712 21 

教育開発・国際交流センターホームページ 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/facility/international/#gs

c.tab=0 

 

712 21 

国際協力・支援センターホームページ 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/facility/international/

#gsc.tab=0 
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712 22 

障がいのある学生に対する修学支援に関する基本方針 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dmu/academy/philosophy_04.pdf?

v=de5a05f2da26660e89e542845c8d720d 

712 22 令和 6年度新旧合同学年担任会議議事要録  712 23 令和 5年度新旧合同学年担任会議議事録 

712 23 令和 6年度第 1回学年担任・副担任会議議事要録  712 24 令和 5年度第 1回学年担任・副担任会議議事録 

712 24 令和 6年度追・再試験該当者判定結果（抜粋）  712 25 令和 5年度追・再試験該当者判定結果（抜粋） 

712 25 令和 6年度進級判定会議資料（抜粋）  712 26 令和 5年度進級判定会議資料（抜粋） 

712 26 第 616回医学部（定例）教授会議事録（抜粋）  712 27 令和 5年度出欠調査結果（抜粋） 

712 27 第 613回医学部（定例）教授会議事録（抜粋）  712 28 令和 5年度進級状況一覧表（抜粋） 

712 28 令和 6年度第 8回医学部成績判定委員会議事要録（抜粋）  712 29 令和 5年度除籍対象者一覧表 

712 29 医学部における成績不振学生のサークル・愛好会活動に係る取扱要領  712 30 医学部における成績不振学生のサークル・愛好会活動に係る取扱要領 

    712 31 ｅポートフォリオ（Ａｃｔｉｖｅ Ａｃａｄｅｍｙ）利用案内 

712 30 父母面談会の協力依頼     

712 31 獨協医科大学医学部教授会規程  712 32 医学部教務委員会規程 

712 32 本学独自の奨学金制度一覧  712 33 本学独自の奨学金制度一覧 

712 33 公益財団法人マニー松谷医療奨学財団奨学生の募集  712 34 公益財団法人マニー松谷医療奨学財団奨学生の募集 

712 34 新入生オリエンテーション資料  712 35 新入生オリエンテーション資料 

712 35 
保健センターホームページ 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/facility/health.html  

 
712 36 

保健センターホームページ 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/research/facility/health.html 

712 36 令和 6年度医学部生カウンセリングルーム利用状況 
 712 37 令和 5年度医学部生カウンセリングルーム利用状況 

712 37 獨協医科大学ハラスメント防止に関するガイドライン 

 

712 38 

ハラスメント防止に関する規程 

ハラスメント防止委員会規程 

ハラスメント受付相談窓口設置及び業務に関する内規 

712 38 獨協医科大学ハラスメント防止に関する規程     

712 39 獨協医科大学ハラスメント防止委員会規程     

712 40 獨協医科大学ハラスメント受付相談窓口設置及び業務に関する内規     

712 41 
学生生活のしおり（ハラスメントの防止について） 

https://www.dokkyomed.ac.jp/files/dusm/student_life/003/01.pdf 

 
   

712 42 令和 6年度医学部定期健康診断結果  712 39 令和 5年度医学部定期健康診断結果 

712 43 令和 6年度医学部学生保健室利用状況  712 40 令和 5年度医学部学生保健室利用状況 

712 44 令和 6年度ウイルス抗体検査・予防接種状況  712 41 令和 5年度ウイルス抗体検査・予防接種状況 

712 45 令和 6年度新入生こころの健康調査  712 42 令和 5年度新入生こころの健康調査 

712 46 モーニングセミナーの実施  712 43 モーニングセミナーの実施 
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712 47 新型コロナウイルス感染対策に係る学生の授業出席可否等の基準  712 44 新型コロナウイルス感染対策に係る学生の授業出席可否等の基準 

712 48 学生アルバイト申請書  712 45 学生アルバイト申請書 

    712 46 親睦会イベント 

712 49 令和 6年度「早期臨床体験実習」  712 47 令和 5年度臨床体験募集 

712 50 獨協医科大学医学部卒業生支援規程  712 48 医師国家試験サポート委員会構成員、医学部国試検討委員会規程 

712 51 病院見学推薦書  712 49 病院見学推薦書 

712 52 令和 6年度国際交流支援室活動報告書  712 50 令和 5年度国際交流支援室活動報告書 

712 53 獨協医科大学医学部学友会会則  712 51 学友会会則 

712 54 令和 6年度学友会援助金の交付について  712 52 令和 5年度学友会援助金の交付について（原議書写し） 

712 55 令和 6年度サークル主将会議議事要録  712 53 令和 5年度サークル部長会議議事要録 

712 56 令和 6年度医学部学友会協議会議事要録  712 54 令和 5年度学友会協議会議事要録 

712 57 令和 6年度医学部学友会学生総会議事録  712 55 学友会総会議事録 

712 58 30周年記念館内トレーニングルームの施設・設備の整備  712 56 30周年記念館内トレーニングルームの施設・設備の整備 

    713 1 令和 5年度ニーズ調査 

   
 

713 2 
就職先等のアンケートホームぺージ 

https://www.dokkyomed.ac.jp/dmu/publication/ir-information.htm 

 


